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カに住み写真を撮り続けました。
　星野道夫氏がアラスカで撮影した生命力に溢れ
た自然の姿は、アラスカでしか見ることが出来な
くなってしまった自然の営みです。星野氏の写真
によりアラスカの大いなる豊かな自然を鑑賞して
いただければ幸いです。
【会　　期】　11月19日（金）
　　　　　　　～平成23年１月10日（月・祝）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
　　　　　　　12月５日（日）午後１時30分～
　　　　　　　星野道夫事務所　星野直子氏
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日
 ※年末・年始の休館期間：12月27日～１月３日
【入 館 料】　大　人　　　500円（450円）
　　　　　　  高・大学生　300円（270円）
　※（ ）は20名以上の団体料金
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料
　※障がい者手帳等をお持ちの方は無料
　 （付き添い１名のみ半額）

　星野道夫氏（1952～96）は、大学入学後
の19歳の時に神田の古本屋で見つけたアラ
スカの写真集に自然の厳しさや優しさの中で
暮らす人々に魅せられ、冊子に掲載されてい
たシシュマレフ村の村長に手紙を送り、翌年
の夏にシシュマレフ村に招かれました。そしてこ
の村でホームステイを３ヶ月し、日本と全く違っ
た環境で暮らす人々と生活する内に魅了され、日
本の大学卒業後にアラスカ大学に留学します。そ
の後20年以上住み続け、広大な大地と厳しい自
然の中で暮らす様々な生態を撮影し写真集にしま
した。そこにはいままで日本人の知らなかった手
つかずの自然が沢山残っており、驚嘆以外の何も
思いつかないほどの衝撃を人々に与えました。見
渡す限りまったく人工物がない、人もいないただ
ただ荒涼とした広い草原などは日本では思いつか
ない世界です。それが今も確かにここアラスカに
存在しています。動物園内でしか見たことがない
シロクマやグリズリーがいきいきと生活していま
す。アラスカで暮らす原住民の生活、風俗、風習
や食物連鎖の頂点に立つシロクマや季節ごとに移
動するカリブの大群、シロフクロウ、キツネ、ア
ザラシ、鯨などの生物や流氷やオーロラ、星々の
輝き、わずかな夏の間に咲く草原の花々は都会か
らは想像も出来ないほど生命力に溢れています。
星野氏はこのような厳しい世界に魅せられアラス
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●一家に一人普通救命士
●川崎和郎氏に旭日小綬章
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役場で使用する封筒の広告主を募集します！
広 告 媒 体：一般封筒（長形３号）10,000枚
広告サイズ：表面の場合　縦８㎝×横３.３㎝
　　　　　　裏面の場合　縦３.３㎝×横９㎝
　　　　　　※枠内左上に「広告」の表示を入れる
料　　　金：30,000円（表面）、20,000円（裏面）
申 込 期 限：11月30日（火）
そ　の　他：詳細はお問い合わせください
問い合わせ：企画財政課　☎0287－92－1114

栃木県那須郡那須町大字大島1042-1
ＴＥＬ ０２８７－７７－１１１０
http://www.nasu-oukoku.com/

平日１０：００～１６：３０
土日祝９：００～１７：００
定休日：水曜日（夏休み・祝日除く）

動物取扱業登録番号／栃木県動愛セ０６展第０１２号・栃木県動愛セ０６保第０９８号・栃木県動愛セ０６貸第００３号
（平成18年11月1日登録・平成23年10月23日まで有効）・取扱責任者藤岡健児・種別／展示・保管・貸出

撮影　星野道夫撮影　星野道夫撮影　星野道夫
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又
）

笹
沼　

典
子
（
小
砂
）

大
金　

正
子
（
北
向
田
）

髙
野　

篤
子
（
久
那
瀬
）

菊
池　

孝
子
（
谷
川
）

荒
巻　

弘
子
（
大
山
田
下
郷
）

江
面　

幸
子
（
浄
法
寺
）

塚
原　

光
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績
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本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
屋
内
で
は
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
具
、
屋
外
で
は
た

き
火
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
火

気
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
気
も
乾
燥
し
て
い
ま

す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
自

治
体
・
各
消
防
署
で
は
、
11
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
、
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
建
物
火
災
に
つ
い
て
は
、

犠
牲
者
の
約
６
割
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
原
因

の
多
く
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防

法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
６

月
に
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
庁
の
統
計
に
よ
る
と
住
宅

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
、
火
災
の
際
の
迅
速
な
避
難

と
初
期
消
火
に
よ
り
、
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
被
害
状

況
（
死
者
数
・
焼
損
床
面
積
・
損

害
額
）
が
概
ね
半
減
し
て
お
り
、

住
宅
防
火
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
未
設
置
の
方
は
、
至
急
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
を
防
ぎ
、
命

を
守
る
た
め
に
は
、
次
の
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

　

平
成
22
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（
荒
井
諭
団
長
、
団
員
５
１
９
名
）

通
常
点
検
が
10
月
31
日
、
馬
頭
運

動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
大
金
伊
一
町
長
の

点
検
者
宣
言
に
よ
り
通
常
点
検
を

開
始
、
今
回
か
ら
初
参
加
し
た
馬

頭
中
学
校
少
年
消
防
隊
も
、
小
川

中
学
校
少
年
消
防
隊
と
と
も
に
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
行
動
で
人
員
並
び

に
服
装
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
終
了
後
、
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
大
金
伊
一
町
長
か
ら
「
町
民

の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
、
引

き
続
き
、
使
命
感
を
堅
持
し
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
願

い
ま
す
」
と
訓
示
を
受
け
、
ま
た
、

荒
井
諭
団
長
か
ら
は
「
団
員
の
確

保
が
厳
し
い
中
、
団
員
の
一
人
ひ

と
り
の
役
割
が
益
々
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
各
自
、
絶
え
ず
向
上
心

を
持
っ
て
、
消
防
団
活
動
に
邁
進

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
が
あ

り
ま
し
た
。

　

点
検
後
、
小
川
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
先
導
に
よ
り
役
場
前
通
り
を

分
列
行
進
、
武
茂
川
河
川
敷
に
て

放
水
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木

県
知
事
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南

那
須
支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

本
部
部
長　
　
　

関
谷　

真
一

第
７
分
団
部
長　

益
子　

竜
哉

第
６
分
団
班
長　

桑
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浩
明

第
１
分
団
長　

羽
石　
　

磨

第
５
分
団
長　

小
室　

広
明

備
え
は
万
全
！

那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検
を
執
行

（平成 22年度全国統一防火標語）

秋季全国火災予防運動 11月９日から15日まで

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会

南
那
須
支
部
長
表
彰

平
成
22
年
度
消
防
功
労
者

知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

町
長
表
彰

団
長
表
彰

住宅用火災警報器は「NS」
マークが入ったものをお選
びください
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山　
　

篤
（８）　

藤
澤　

孝
生
（９）

渡
邉　

晴
夫
（９）　

佐
藤　

一
美
（10）

小
松　

正
典
（10）　

小
口　
　

渉
（11）

杉
本　
　

泰
（11）　

時
庭　

一
郎
（11）

功
績
表
彰
（
優
良
分
団
）

第
１
分
団
第
３
部

第
５
分
団
第
１
部

第
６
分
団
第
２
部 

永
年
勤
続
功
労
表
彰 

25
年
勤
続　

吉
澤　

通
夫
（10）

25
年
勤
続　

平
野　

貴
敏
（10）

25
年
勤
続　

菊
地　

昭
夫
（10）

永
年
勤
続
退
職
表
彰（
20
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

（　）
は
勤
続
年
数

大
金　

市
美
（34）　

古
澤　

寿
夫
（31）

河
和　

恵
一
（32）　

小
口　

民
男
（20）

髙
野　

裕
一
（24）　

古
橋　

和
也
（22）

石
川　

幸
夫
（21）　

石
川　

一
夫
（21）

髙
野　

裕
一
（20）　

阿
久
津
武
利
（27）

薄
井　

誠
之
（21）　

星　
　

一
明
（21）

橋
本　

譲
治
（21）　

和
泉　

賢
一
（21）

鈴
木　

力
也
（21）

防
火
水
槽
敷
地
協
力
者

林　
　

秀
太
様
（
浄
法
寺
） 

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

関
谷
フ
ミ
エ
（
馬
頭
）

大
武　

淳
子
（
矢
又
）

笹
沼　

典
子
（
小
砂
）

大
金　

正
子
（
北
向
田
）

髙
野　

篤
子
（
久
那
瀬
）

菊
池　

孝
子
（
谷
川
）

荒
巻　

弘
子
（
大
山
田
下
郷
）

江
面　

幸
子
（
浄
法
寺
）

塚
原　

光
以
（
小
川
）

森　
　

勝
江
（
小
川
）

阿
久
津
幸
子
（
白
久
）

　
　
　

（　）
は
本
団
ま
た
は
分
団
名

功
績
章

秋
元　

金
一
（本）　

関
谷　

真
一
（本）

勤
続
章
（
25
年
）

吉
澤　

通
夫
（10）　

平
野　

貴
敏
（10）

菊
地　

昭
夫
（10）

勤
続
章
（
20
年
）

関
谷　

真
一
（本）　

益
子　

竜
哉
（７）

桑
野　

浩
明
（６）

勤
続
章
（
15
年
）

石
田　

一
也
（10）　

青
木　

哲
也
（11）

石
川　

康
友
（７）　

山
本　
　

亮
（５）

大
金　

貴
之
（６）　

星　
　

直
人
（８）

板
橋　

一
樹
（９）　

森　
　

周
一
（10）

菊
地　

和
彦
（11）　

塙　
　

朋
徳
（１）

薄
井　
　

隆
（２）　

小
松　
　

浩
（２）

藤
田　

寿
彦
（４）　

磯
野
日
出
夫
（４）

髙
野　

俊
明
（５）　

滑
川　

真
一
（６）

加
藤　

博
行
（７）　

荒
井　

直
樹
（８）

小
森　

知
也
（８）　

大
森　

一
博
（８）

増
子　

善
則
（８）　

渡
邉　

博
之
（８）

益
子　

暁
彦
（９）　

星　
　

友
佳
（９）

澤
村　

龍
也
（11）　

川
俣　

敏
昭
（11）

田
澤　

弘
樹
（１）　

渋
谷　

直
樹
（10）

磯
部　

一
博
（11）

勤
続
章
（
10
年
）

岡　
　
　

泉
（６）　

小
室　

伸
一
（１）

渡
辺　

幸
雄
（４）　

針
ケ
谷
智
之
（１）

星　
　

大
介
（２）　

岡　
　

耕
造
（３）

大
森　

広
伸
（４）　

岡　
　

幸
保
（４）

薄
井　

健
則
（５）　

薄
井　

直
幸
（５）

益
子　

和
洋
（７）　

益
子　

勝
宏
（７）

橋
本　

和
博
（７）　

髙
村　

正
芳
（８）

佐
原　

忠
典
（８）

親
子
消
防
団
員
表
彰

小
林　

栄
介
（６）　

小
林　

直
人
（６）

優
良
分
団
（
竿
頭
綬
）

第
２
分
団
第
２
部

功
績
章  

 

羽
石　
　

磨
（１）　

石
田　
　

久
（２）

星　
　

敦
士
（３）　

笹
石　

博
康
（４）

小
室　

広
明
（５）　

岡　
　
　

泉
（６）

大
森　

英
夫
（７）　

本
棒　

章
浩
（９）

石
田　

一
也
（10）　

青
木　

哲
也
（11）

勤
続
章
（
５
年
）  

大
金　

一
洋
（１）　

中
村　

郁
夫
（９）

阿
部　

智
明
（１）　

山
﨑　
　

学
（１）

益
子　

慶
紀
（２）　

小
林　

一
幸
（３）

笹
沼　

一
徳
（３）　

大
金　

雅
範
（３）

内
田　

優
一
（３）　

菊
池　

尚
貴
（３）

岩
崎　

雄
介
（４）　

髙
野　

浩
之
（４）

益
子　
　

誠
（５）　

塚
田　

博
行
（６）

関　

雄
一
郎
（６）　

大
森　

秀
樹
（６）

渡
辺　
　

徹
（７）　

益
子　
　

悠
（７）

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
屋
内
で
は
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
具
、
屋
外
で
は
た

き
火
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
火

気
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
気
も
乾
燥
し
て
い
ま

す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
自

治
体
・
各
消
防
署
で
は
、
11
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
、
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
建
物
火
災
に
つ
い
て
は
、

犠
牲
者
の
約
６
割
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
原
因

の
多
く
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防

法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
６

月
に
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
庁
の
統
計
に
よ
る
と
住
宅

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
、
火
災
の
際
の
迅
速
な
避
難

と
初
期
消
火
に
よ
り
、
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
被
害
状

況
（
死
者
数
・
焼
損
床
面
積
・
損

害
額
）
が
概
ね
半
減
し
て
お
り
、

住
宅
防
火
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
未
設
置
の
方
は
、
至
急
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
を
防
ぎ
、
命

を
守
る
た
め
に
は
、
次
の
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

　

平
成
22
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（
荒
井
諭
団
長
、
団
員
５
１
９
名
）

通
常
点
検
が
10
月
31
日
、
馬
頭
運

動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
大
金
伊
一
町
長
の

点
検
者
宣
言
に
よ
り
通
常
点
検
を

開
始
、
今
回
か
ら
初
参
加
し
た
馬

頭
中
学
校
少
年
消
防
隊
も
、
小
川

中
学
校
少
年
消
防
隊
と
と
も
に
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
行
動
で
人
員
並
び

に
服
装
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
終
了
後
、
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
大
金
伊
一
町
長
か
ら
「
町
民

の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
、
引

き
続
き
、
使
命
感
を
堅
持
し
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
願

い
ま
す
」
と
訓
示
を
受
け
、
ま
た
、

荒
井
諭
団
長
か
ら
は
「
団
員
の
確

保
が
厳
し
い
中
、
団
員
の
一
人
ひ

と
り
の
役
割
が
益
々
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
各
自
、
絶
え
ず
向
上
心

を
持
っ
て
、
消
防
団
活
動
に
邁
進

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
が
あ

り
ま
し
た
。

　

点
検
後
、
小
川
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
先
導
に
よ
り
役
場
前
通
り
を

分
列
行
進
、
武
茂
川
河
川
敷
に
て

放
水
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木

県
知
事
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南

那
須
支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

本
部
部
長　
　
　

関
谷　

真
一

第
７
分
団
部
長　

益
子　

竜
哉

第
６
分
団
班
長　

桑
野　

浩
明

第
１
分
団
長　

羽
石　
　

磨

第
５
分
団
長　

小
室　

広
明

備
え
は
万
全
！

那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検
を
執
行

（平成 22年度全国統一防火標語）

秋季全国火災予防運動 11月９日から15日まで

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会

南
那
須
支
部
長
表
彰

平
成
22
年
度
消
防
功
労
者

知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

町
長
表
彰

団
長
表
彰

住宅用火災警報器は「NS」
マークが入ったものをお選
びください
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11月24日（水）
午後７時
すこやか共生館
多目的集会室

地域福祉計画
安心して暮らせる
まちづくりのために
「ボランティアとは
　　私達にできること」

国際医療福祉大学
講師
大石　剛史　先生

国際医療福祉大学　
保健医療学部言語聴覚学科
准教授
畦上　恭彦　先生

医療法人　直志会　
メンタルサポートセンター　きらり
施設長
精神保健福祉士
吉田麻理香　先生

医療法人　真生会
富山病院
心療内科部長
精神科医師
明橋　大二　先生

ほっとからすやまケア
サポートセンター所長
認知症ケア専門士
佐藤　智子　先生

子育て

「子育てに大切なもの」

こころの健康をめざして…
「家庭内トラウマ
　（心の傷）の理解」

子育て
「深めよう親子の絆
　育もう地域の子ども」

高齢者福祉
認知症サポーター
養成講座
「この町で共に
　笑顔で暮らそう」

12月18日（土）
午前10時
あじさいホール

１月15日（土）
午前10時
あじさいホール

２月５日（土）
午前10時
わかあゆ保育園
遊戯室

３月５日（土）
午前10時
すこやか共生館
多目的集会室

ボランティアとは何か。私達にできることは何
か。この講演を聞いて、今後の活動のきっかけ
にしてください。

子育ての喜びを実感し、子どもが健やかに成長
できるよう、地域全体で子育てを支援していき
ましょう！

子どものこころと身体を健やかに育てるために
は、基本となるエッセンスがあります。親も子
も自信を持って、安心して生きていくために
は、今が大切です。今からでも大丈夫！見直し
てみましょう、親（大人）の役割。

認知症は誰もが起こりうる可能性があります。
この病気を理解し、認知症の人や家族の応援者
となり、みんなが暮らしやすい『あたたかい地
域』をつくりませんか。この講座に参加し自分
にできることからはじめてみましょう。

子どもは、家族という安全基地から成長し大人に
なっていきます。外部から見えづらい家族の中
で、もし心のトラウマ（傷）が癒されないまま大
人になったら、障害として残ってしまうことも少
なくありません。あなたの家族は大丈夫ですか？

投　票　日　12月５日（日）
告　示　日　11月30日（火）
立候補予定者説明会
　　　日時　11月17日（水）　午後１時30分～
　　　会場　山村開発センター大会議室
立候補者届出事前審査
　　　日時　11月25日（木）　午前９時～正午
　　　会場　那珂川町役場２階会議室
立候補届出
　　　日時　11月30日（火）　午前８時30分～午後５時
　　　会場　那珂川町役場２階会議室
※無投票の場合は、音声告知及びケーブルテレビ文字放
　送にてお知らせいたします。
問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会
　　　　　　☎0287－92－1111

那珂川町　馬頭財産区
　　　　　武茂財産区
　　　　　大内財産区
　　　　　大山田財産区

　

平
成
22
年
秋
の
叙
勲
と
し
て
、
川
崎
和
郎
氏
（
馬
頭
）
に
旭
日
小

綬
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
氏
は
、
昭
和
50
年
５
月
の
馬
頭
町

議
会
議
員
を
振
り
出
し
に
栃
木
県
議
会
議
員
、
平
成
14
年
８
月
に
馬

頭
町
長
、
平
成
21
年
11
月
に
那
珂
川
町
長
の
職
を
退
く
ま
で
の
長
き

に
わ
た
り
、
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、
栃
木
県
商
工
会

連
合
会
長
や
栃
木
県
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
協
会
長
と
し
て

各
分
野
の
職
務
に
精
励
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
長

年
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議会議員選挙議会議員選挙
のお知らせのお知らせ
議会議員選挙
のお知らせ

川
崎
和
郎
氏
に
旭
日
小
綬
章

～一家に一人普通救命士～
普通救命講習を受講しましょう

平成22年度　健康と福祉のセミナー（みんなで幸せに暮らすために…）

生命の危機から家族を守り、地域の中で助け合いの意識をより高めましょう !

　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気に襲われるのかわかりません。このようなとき、救急車が来
るまでの間、その現場に居合わせた人が心臓マッサージやAED（電気ショック）等の応急手当を実施するこ
とにより、人命救助や症状の悪化を防ぐことができます。
　例えば、救急車到着まで5分の場所で心肺停止状態になり、救急車到着まで何も応急手当をしなかった場合
と、救急車到着まで10分の場所で、すぐに応急手当を開始して救急車を待っていた場合とでは、10分の場所
で応急手当を受けていた人の方が、命の助かる確率ははるかに高くなっています。
　そこで、自分の家族が倒れたとき、少しでも救命の確率を上げるために、一家で一人以上は普通救命講習を
受講してほしいのです。（講習修了者には修了証を交付）

　子どもからお年寄りまで、家族や地域が健やかで温もりに満ちた暮らしができるように、町では下記のとおり、
セミナーを開催します。暮らしの中で迷ったり、悩んだりしたとき、知っていれば、きっと役に立つ講演内容です。
多くの町民の皆さまのご参加をお待ちしています。（問い合わせ：健康福祉課　☎0287－92－1119）

※消防署では団体でも個人でも普通救命講習を開催しますので、多くの受講者を待っています。
　普通救命講習は３時間の講習時間ですが、１～２時間程度の救急法指導（修了証は交付しません）
も実施しています。詳しい内容・相談等は、消防署にお問い合わせ下さい。

　心臓が止まってしまうような重大な事故や
病気は、いつ、どこで、何が原因で起こるかわ
かりません。
　心肺蘇生などの応急手当をしなかった場合、
心停止後３分、呼吸停止後10分で約50％の人
が死亡するといわれています。
　急病人やケガ人が発生した後、119番で救急
車を要請し、救急救命士等の救急隊員が現場に
到着するまで、平成21年の栃木県では、平均
7.7分かかっています。
（平成22年版　栃木県消防防災年報）

　左の図は命のリレー
と言われ、重症の患者さ
んを救命する為に大変重
要な流れです。このうち
どれか一つでも欠けてし
まうと大切な命を救う
チャンスは少なくなって
しまいます。

問い合わせ先　消防馬頭分署　☎０２８７－９２－２８００
　　　　　　　　　小川分署　☎０２８７－９６－２１８８

開催日時・場所 講          演          内          容 講　　師

早い 119番通報
おちついて、はっきりと
119番に通報する

早い応急処置 早い救急処置 早い医療処置
救急車到着前の早い心肺蘇生と
早い除細動

救急救命士等の行う
高度な救急処置

医療機関に
おける医療処置
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11月24日（水）
午後７時
すこやか共生館
多目的集会室

地域福祉計画
安心して暮らせる
まちづくりのために
「ボランティアとは
　　私達にできること」

国際医療福祉大学
講師
大石　剛史　先生

国際医療福祉大学　
保健医療学部言語聴覚学科
准教授
畦上　恭彦　先生

医療法人　直志会　
メンタルサポートセンター　きらり
施設長
精神保健福祉士
吉田麻理香　先生

医療法人　真生会
富山病院
心療内科部長
精神科医師
明橋　大二　先生

ほっとからすやまケア
サポートセンター所長
認知症ケア専門士
佐藤　智子　先生

子育て

「子育てに大切なもの」

こころの健康をめざして…
「家庭内トラウマ
　（心の傷）の理解」

子育て
「深めよう親子の絆
　育もう地域の子ども」

高齢者福祉
認知症サポーター
養成講座
「この町で共に
　笑顔で暮らそう」

12月18日（土）
午前10時
あじさいホール

１月15日（土）
午前10時
あじさいホール

２月５日（土）
午前10時
わかあゆ保育園
遊戯室

３月５日（土）
午前10時
すこやか共生館
多目的集会室

ボランティアとは何か。私達にできることは何
か。この講演を聞いて、今後の活動のきっかけ
にしてください。

子育ての喜びを実感し、子どもが健やかに成長
できるよう、地域全体で子育てを支援していき
ましょう！

子どものこころと身体を健やかに育てるために
は、基本となるエッセンスがあります。親も子
も自信を持って、安心して生きていくために
は、今が大切です。今からでも大丈夫！見直し
てみましょう、親（大人）の役割。

認知症は誰もが起こりうる可能性があります。
この病気を理解し、認知症の人や家族の応援者
となり、みんなが暮らしやすい『あたたかい地
域』をつくりませんか。この講座に参加し自分
にできることからはじめてみましょう。

子どもは、家族という安全基地から成長し大人に
なっていきます。外部から見えづらい家族の中
で、もし心のトラウマ（傷）が癒されないまま大
人になったら、障害として残ってしまうことも少
なくありません。あなたの家族は大丈夫ですか？

投　票　日　12月５日（日）
告　示　日　11月30日（火）
立候補予定者説明会
　　　日時　11月17日（水）　午後１時30分～
　　　会場　山村開発センター大会議室
立候補者届出事前審査
　　　日時　11月25日（木）　午前９時～正午
　　　会場　那珂川町役場２階会議室
立候補届出
　　　日時　11月30日（火）　午前８時30分～午後５時
　　　会場　那珂川町役場２階会議室
※無投票の場合は、音声告知及びケーブルテレビ文字放
　送にてお知らせいたします。
問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会
　　　　　　☎0287－92－1111

那珂川町　馬頭財産区
　　　　　武茂財産区
　　　　　大内財産区
　　　　　大山田財産区

　

平
成
22
年
秋
の
叙
勲
と
し
て
、
川
崎
和
郎
氏
（
馬
頭
）
に
旭
日
小

綬
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
氏
は
、
昭
和
50
年
５
月
の
馬
頭
町

議
会
議
員
を
振
り
出
し
に
栃
木
県
議
会
議
員
、
平
成
14
年
８
月
に
馬

頭
町
長
、
平
成
21
年
11
月
に
那
珂
川
町
長
の
職
を
退
く
ま
で
の
長
き

に
わ
た
り
、
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、
栃
木
県
商
工
会

連
合
会
長
や
栃
木
県
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
協
会
長
と
し
て

各
分
野
の
職
務
に
精
励
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
長

年
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議会議員選挙議会議員選挙
のお知らせのお知らせ
議会議員選挙
のお知らせ

川
崎
和
郎
氏
に
旭
日
小
綬
章

～一家に一人普通救命士～
普通救命講習を受講しましょう

平成22年度　健康と福祉のセミナー（みんなで幸せに暮らすために…）

生命の危機から家族を守り、地域の中で助け合いの意識をより高めましょう !

　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気に襲われるのかわかりません。このようなとき、救急車が来
るまでの間、その現場に居合わせた人が心臓マッサージやAED（電気ショック）等の応急手当を実施するこ
とにより、人命救助や症状の悪化を防ぐことができます。
　例えば、救急車到着まで5分の場所で心肺停止状態になり、救急車到着まで何も応急手当をしなかった場合
と、救急車到着まで10分の場所で、すぐに応急手当を開始して救急車を待っていた場合とでは、10分の場所
で応急手当を受けていた人の方が、命の助かる確率ははるかに高くなっています。
　そこで、自分の家族が倒れたとき、少しでも救命の確率を上げるために、一家で一人以上は普通救命講習を
受講してほしいのです。（講習修了者には修了証を交付）

　子どもからお年寄りまで、家族や地域が健やかで温もりに満ちた暮らしができるように、町では下記のとおり、
セミナーを開催します。暮らしの中で迷ったり、悩んだりしたとき、知っていれば、きっと役に立つ講演内容です。
多くの町民の皆さまのご参加をお待ちしています。（問い合わせ：健康福祉課　☎0287－92－1119）

※消防署では団体でも個人でも普通救命講習を開催しますので、多くの受講者を待っています。
　普通救命講習は３時間の講習時間ですが、１～２時間程度の救急法指導（修了証は交付しません）
も実施しています。詳しい内容・相談等は、消防署にお問い合わせ下さい。

　心臓が止まってしまうような重大な事故や
病気は、いつ、どこで、何が原因で起こるかわ
かりません。
　心肺蘇生などの応急手当をしなかった場合、
心停止後３分、呼吸停止後10分で約50％の人
が死亡するといわれています。
　急病人やケガ人が発生した後、119番で救急
車を要請し、救急救命士等の救急隊員が現場に
到着するまで、平成21年の栃木県では、平均
7.7分かかっています。
（平成22年版　栃木県消防防災年報）

　左の図は命のリレー
と言われ、重症の患者さ
んを救命する為に大変重
要な流れです。このうち
どれか一つでも欠けてし
まうと大切な命を救う
チャンスは少なくなって
しまいます。

問い合わせ先　消防馬頭分署　☎０２８７－９２－２８００
　　　　　　　　　小川分署　☎０２８７－９６－２１８８

開催日時・場所 講          演          内          容 講　　師

早い 119番通報
おちついて、はっきりと
119番に通報する

早い応急処置 早い救急処置 早い医療処置
救急車到着前の早い心肺蘇生と
早い除細動

救急救命士等の行う
高度な救急処置

医療機関に
おける医療処置
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10
月
23
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
町

と
那
須
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主
催
の
「
那
珂

川
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
が

開
催
さ
れ
、
地
域
の
人
権
擁
護
委

員
を
中
心
に
約
２
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

大
金
伊
一
町
長
の
「
人
権
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命
や
自

由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活

を
支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

人
権
侵
害
を
無
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
相
手

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

人
権
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
原
画
・
標

語
・
作
文
・
書
道
）
の
表
彰
と
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
瞳
か
ら
光
を
奪
わ
れ

な
が
ら
も
人
々
の
心
に
灯
り
を
と

も
し
続
け
た
一
人
の
少
女
を
描
い

た
映
画
『
ふ
み
子
の
海
』
の
上
映

が
行
わ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
、

改
め
て
「
人
権
と
は
何
か
」
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
部（
ポ
ス
タ
ー
原
画
）

最
優
秀
賞　

田
角
真
佑
さ
ん（
馬
頭
中
）

優
秀
賞　

大
金
加
依
さ
ん（
馬
頭
中
）

優
秀
賞　
平
山
香
奈
恵
さ
ん（
小
川
中
） 

特
別
賞　

郡
司
朋
香
さ
ん（
馬
頭
中
）

中
学
生
の
部（
標
語
）

最
優
秀
賞　

和
泉
香
奈
さ
ん（
小
川
中
）

優
秀
賞　

田
所
拓
朗
さ
ん（
小
川
中
）

優
秀
賞　

鈴
木
春
花
さ
ん（
馬
頭
中
） 

特
別
賞　
石
井
千
菜
美
さ
ん（
馬
頭
中
）

小
学
生
の
部（
作
文
）

最
優
秀
賞　

大
森
朋
恵
さ
ん（
馬
頭
小
）

優
秀
賞　

小
菅
桃
花
さ
ん（
馬
頭
小
）

優
秀
賞　

星　

拓
海
さ
ん（
馬
頭
東
小
） 

特
別
賞　

村
井
麗
奈
さ
ん（
小
川
小
）

小
学
生
の
部（
書
道
）

最
優
秀
賞　

岸　

希
美
さ
ん（
小
川
小
）

優
秀
賞　

平
塚
真
弥
さ
ん（
馬
頭
小
）

優
秀
賞　

菊
池
佳
太
さ
ん（
馬
頭
小
） 

特
別
賞　

関
谷
舞
花
さ
ん（
馬
頭
西
小
）

特
別
賞　

小
泉
涼
太
さ
ん（
小
川
小
）

　

永
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
委
員

の
功
績
に
よ
り
、
髙
林
和
男
さ
ん

（
大
山
田
下
郷
）
が
法
務
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
林
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
相

談
で
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
小

中
学
校
で
の
人
権
講
話
を
実
施
し
、

児
童
・
生
徒
へ
の
人
権
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
啓
発
活
動
な
ど
の

貢
献
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
62
年
目
を
迎
え
、
採

択
の
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
し
て

い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
次
の

と
お
り
特
設
相
談
所
の
開
設
や
街

頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

特
設
人
権
相
談

日
時　

12
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

小
川
公
民
館

街
頭
啓
発
活
動

日
時　

12
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜

会
場　

か
ま
し
ん
馬
頭
店
駐
車
場

　
　
　

さ
か
い
り
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ

　
　
　

小
川
店
駐
車
場

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

　

な
お
、
通
常
の
人
権
相
談
は
、

次
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
２
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
共
生
館

那
珂
川
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
を
開
催

　

平
成
22
年
度
上
半
期
予
算
（
平

成
22
年
９
月
30
日
現
在
）
の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
町
民
の
皆
さ
ま
に

町
の
財
政
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
き
、
町
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た

だ
く
た
め
、
皆
さ
ま
が
納
め
た
税

金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ

た
補
助
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

収
入
、
そ
れ
に
支
出
の
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

（平成22年度上半期分）

一般会計予算額　80億6,108万円

特 別 会 計

歳 入
収入率
61.8％

歳 出
執行率
40.6％

その他　1億8,195万円

地方交付税
24億2,788万円

町税
12億7,655万円

国庫支出金
4億3,105万円

繰越金
3億4,641万円

地方消費税交付金
9,894万円

使用料及び手数料
6,320万円

分担金及び交付金
6,005万円 県支出金　4,388万円

諸収入　4,984万円

議会費　4,346万円

民生費
6億4,556万円

公債費
5億3,491万円

総務費
4億5,612万円

教育費
4億2,537万円

土木費
3億4,905万円

衛生費
3億3,132万円

消防費　1億9,681万円

ゴルフ場利用税交付金
地方譲与税
地方特例交付金
財産収入
自動車取得税交付金
利子割交付金
寄付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
町債

3,256万円
3,344万円
4,082万円
2,775万円
1,255万円
197万円
105万円
101万円
80万円

3,000万円

商工費　1億9,412万円

農林水産業費　9,972万円

町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します

その他の内訳

歳入総額
49億7,975万円

歳出総額
32億7,644万円

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 支出率
ケーブルテレビ事業
国民健康保険
老人保健
後期高齢者医療
介護保険
下水道事業
農業集落排水事業
簡易水道事業

計

3億3,000万円
20億6,400万円

100万円
1億9,200万円
12億3,300万円
3億3,500万円
4,500万円

2億3,200万円
44億3,200万円

1億8,479万円
7億8,709万円

33万円
4,660万円

5億8,147万円
1億8,995万円
2,912万円
9,439万円

19億1,374万円

1億455万円
8億4,816万円

6万円
4,387万円

5億3,334万円
1億1,091万円
1,746万円
7,229万円

17億3,064万円

56．0%
38．1%
33．0%
24．3%
47．2%
56．7%
64．7%
40．7%
43．2%

31．7%
41．1%
6．0%
22．8%
43．3%
33．1%
38．8%
31．2%
39．0%

人
権
作
品
受
賞
者

髙
林
和
男
さ
ん
に

法
務
大
臣
表
彰

人
権
週
間
に
お
け
る
特
設

人
権
相
談
・
街
頭
指
導
の
実
施

作文を発表する大森さん

（前年度繰越　４億 7,708 万円含む）
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10
月
23
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
町

と
那
須
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主
催
の
「
那
珂

川
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
が

開
催
さ
れ
、
地
域
の
人
権
擁
護
委

員
を
中
心
に
約
２
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

大
金
伊
一
町
長
の
「
人
権
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命
や
自

由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活

を
支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

人
権
侵
害
を
無
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
相
手

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

人
権
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
原
画
・
標

語
・
作
文
・
書
道
）
の
表
彰
と
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作

文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
瞳
か
ら
光
を
奪
わ
れ

な
が
ら
も
人
々
の
心
に
灯
り
を
と

も
し
続
け
た
一
人
の
少
女
を
描
い

た
映
画
『
ふ
み
子
の
海
』
の
上
映

が
行
わ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
、

改
め
て
「
人
権
と
は
何
か
」
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
部（
ポ
ス
タ
ー
原
画
）

最
優
秀
賞　

田
角
真
佑
さ
ん（
馬
頭
中
）

優
秀
賞　

大
金
加
依
さ
ん（
馬
頭
中
）

優
秀
賞　
平
山
香
奈
恵
さ
ん（
小
川
中
） 

特
別
賞　

郡
司
朋
香
さ
ん（
馬
頭
中
）

中
学
生
の
部（
標
語
）

最
優
秀
賞　

和
泉
香
奈
さ
ん（
小
川
中
）

優
秀
賞　

田
所
拓
朗
さ
ん（
小
川
中
）

優
秀
賞　

鈴
木
春
花
さ
ん（
馬
頭
中
） 

特
別
賞　
石
井
千
菜
美
さ
ん（
馬
頭
中
）

小
学
生
の
部（
作
文
）

最
優
秀
賞　

大
森
朋
恵
さ
ん（
馬
頭
小
）

優
秀
賞　

小
菅
桃
花
さ
ん（
馬
頭
小
）

優
秀
賞　

星　

拓
海
さ
ん（
馬
頭
東
小
） 

特
別
賞　

村
井
麗
奈
さ
ん（
小
川
小
）

小
学
生
の
部（
書
道
）

最
優
秀
賞　

岸　

希
美
さ
ん（
小
川
小
）

優
秀
賞　

平
塚
真
弥
さ
ん（
馬
頭
小
）

優
秀
賞　

菊
池
佳
太
さ
ん（
馬
頭
小
） 

特
別
賞　

関
谷
舞
花
さ
ん（
馬
頭
西
小
）

特
別
賞　

小
泉
涼
太
さ
ん（
小
川
小
）

　

永
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
委
員

の
功
績
に
よ
り
、
髙
林
和
男
さ
ん

（
大
山
田
下
郷
）
が
法
務
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
林
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
相

談
で
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
小

中
学
校
で
の
人
権
講
話
を
実
施
し
、

児
童
・
生
徒
へ
の
人
権
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
啓
発
活
動
な
ど
の

貢
献
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
62
年
目
を
迎
え
、
採

択
の
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
し
て

い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
次
の

と
お
り
特
設
相
談
所
の
開
設
や
街

頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

特
設
人
権
相
談

日
時　

12
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

小
川
公
民
館

街
頭
啓
発
活
動

日
時　

12
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜

会
場　

か
ま
し
ん
馬
頭
店
駐
車
場

　
　
　

さ
か
い
り
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ

　
　
　

小
川
店
駐
車
場

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

　

な
お
、
通
常
の
人
権
相
談
は
、

次
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
２
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
共
生
館

那
珂
川
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
を
開
催

　

平
成
22
年
度
上
半
期
予
算
（
平

成
22
年
９
月
30
日
現
在
）
の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
町
民
の
皆
さ
ま
に

町
の
財
政
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た

だ
き
、
町
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た

だ
く
た
め
、
皆
さ
ま
が
納
め
た
税

金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ

た
補
助
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

収
入
、
そ
れ
に
支
出
の
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

（平成22年度上半期分）

一般会計予算額　80億6,108万円

特 別 会 計

歳 入
収入率
61.8％

歳 出
執行率
40.6％

その他　1億8,195万円

地方交付税
24億2,788万円

町税
12億7,655万円

国庫支出金
4億3,105万円

繰越金
3億4,641万円

地方消費税交付金
9,894万円

使用料及び手数料
6,320万円

分担金及び交付金
6,005万円 県支出金　4,388万円

諸収入　4,984万円

議会費　4,346万円

民生費
6億4,556万円

公債費
5億3,491万円

総務費
4億5,612万円

教育費
4億2,537万円

土木費
3億4,905万円

衛生費
3億3,132万円

消防費　1億9,681万円

ゴルフ場利用税交付金
地方譲与税
地方特例交付金
財産収入
自動車取得税交付金
利子割交付金
寄付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
町債

3,256万円
3,344万円
4,082万円
2,775万円
1,255万円
197万円
105万円
101万円
80万円

3,000万円

商工費　1億9,412万円

農林水産業費　9,972万円

町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します

その他の内訳

歳入総額
49億7,975万円

歳出総額
32億7,644万円

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 支出率
ケーブルテレビ事業
国民健康保険
老人保健
後期高齢者医療
介護保険
下水道事業
農業集落排水事業
簡易水道事業

計

3億3,000万円
20億6,400万円

100万円
1億9,200万円
12億3,300万円
3億3,500万円
4,500万円

2億3,200万円
44億3,200万円

1億8,479万円
7億8,709万円

33万円
4,660万円

5億8,147万円
1億8,995万円
2,912万円
9,439万円

19億1,374万円

1億455万円
8億4,816万円

6万円
4,387万円

5億3,334万円
1億1,091万円
1,746万円
7,229万円

17億3,064万円

56．0%
38．1%
33．0%
24．3%
47．2%
56．7%
64．7%
40．7%
43．2%

31．7%
41．1%
6．0%
22．8%
43．3%
33．1%
38．8%
31．2%
39．0%

人
権
作
品
受
賞
者

髙
林
和
男
さ
ん
に

法
務
大
臣
表
彰

人
権
週
間
に
お
け
る
特
設

人
権
相
談
・
街
頭
指
導
の
実
施

作文を発表する大森さん

（前年度繰越　４億 7,708 万円含む）
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れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

■
湖
や
沼
で
は
、
ど
の
よ
う
に
水

が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

湖
や
沼
な
ど
水
の
流
れ
が
少
な

い
自
然
の
水
域
に
つ
い
て
は
、

富
栄
養
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
水

質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
、
窒
素

と
リ
ン
に
つ
い
て
排
水
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

富
栄
養
化
と
は
、
水
中
の
窒
素
や
リ
ン

等
が
増
加
し
、
水
中
生
物
の
繁
殖
が
活
発

に
な
る
こ
と
で
す
。

■
日
本
で
起
き
た
水
質
汚
濁
被
害

「
水
俣
病
」

　

熊
本
県
水
俣
湾
で
発
生
し
、
化

学
工
場
が
海
に
流
し
た
廃
液
の
メ

チ
ル
水
銀
が
原
因
の
公
害
病
で
す
。

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」

　

富
山
県
神
通
川
流
域
で
発
生
し
、

上
流
の
鉱
山
の
精
錬
に
伴
う
未
処

理
排
水
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
原
因
の

公
害
病
で
す
。

「
ア
オ
コ
」

　

滋
賀
県
の
琵
琶
湖
で
発
生
し
、

富
栄
養
化
に
よ
っ
て
微
細
藻
類
が

異
常
に
増
え
た
こ
と
が
原
因
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
の
排
出
抑
制
と
廃
棄
物
の
適
正

処
理
を
図
る
た
め
に
、
廃
棄
物
の

焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
違
反

す
る
と
罰
則
（
５
年
以
下
の
懲

役
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
事
業
活

動
に
よ
り
出
る
紙
・
木
く
ず
な
ど

を
野
外
（
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
家
庭
用
焼
却
炉
等
）
で
焼
く

「
野
焼
き
」
は
、
一
部
の
例
外
（
法

令
の
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
施
設

で
の
焼
却
、
ど
ん
ど
焼
き
や
病
害

虫
防
除
の
芝
焼
き
な
ど
）
を
除
い

て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
や
再
資
源
化
の
た
め

に
も
、
町
指
定
の
ご
み
収
集
や
指

定
の
処
理
施
設
へ
の
搬
入
な
ど
に

よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

　

農
作
業
や
日
常
生
活
を
と
も
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
と
外
国

人
と
の
国
際
交
流
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
ｉ
ｎ
那
珂
川
」
が
10
月

８
日
か
ら
２
泊
３
日
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
る
こ
の

行
事
は
、
今
回
で
ち
ょ
う
ど
30
回

目
と
な
り
ま
し
た
。 

　

10
月
９
日
に
は
、
福
島
泰
夫
さ

ん
（
芳
井
）
の
水
田
で
、
小
雨
ま

じ
り
の
天
気
と
な
っ
た
も
の
の
、

県
内
在
住
の
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
留
学
生
な
ど
29
人
、

町
内
の
児
童
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々
な
ど
総
勢
１
２
０
人

が
参
加
し
て
、
春
に
植
え
た
稲
の

収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
出
身
の
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
ル
エ

ン
さ
ん
に
収
穫
体
験
を
し
た
感
想

を
聞
く
と
、「
初
体
験
で
し
た
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
後
に
は
、「
芳
井
夢
の

会
」「
舟
戸
元
気
か
い
」
な
ど
の
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
の
料
理
や
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
作
っ
た
長
さ
10
ｍ
を
超

え
る
海
苔
巻
き
、
つ
き
た
て
の
餅

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
昼
食
後

に
は
、「
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
那
珂

川
ゆ
め
っ
こ
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い

踊
り
や
、
韓
国
出
身
の
ユ
ン
・

ジ
ョ
ン
さ
ん
に
よ
る
韓
国
の
民
族

衣
装
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
年
獲
れ
た
米
と
ま
ゆ

細
工
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
が
お

土
産
に
配
ら
れ
、
外
国
人
の
参
加

者
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

水質汚濁を防ぐために

環境総合推進室
☎0287－92－1110

■
工
場
な
ど
か
ら
の
排
水
に
は
ど

の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
か
？

　

工
場
な
ど
か
ら
の
排
水
は
、
河

川
や
下
水
道
に
流
さ
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
工
場
な
ど
で
は
一
般
家

庭
と
違
い
、
排
水
の
汚
れ
が
ひ
ど

か
っ
た
り
、
特
殊
な
薬
品
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
う

し
た
排
水
を
そ
の
ま
ま
河
川
や
下

水
道
に
流
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
工
場
な
ど
の
排
水
に

対
し
て
は
、
全
国
で
下
水
道
に
流

す
こ
と
が
で
き
る
排
水
基
準
が
定

め
ら
れ
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
た

排
水
で
な
け
れ
ば
流
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
基
準
値
を
上
回
る
排

水
の
場
合
に
は
、
排
水
処
理
施
設

で
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に
処
理

し
て
か
ら
、
河
川
や
下
水
道
に
流

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、

よ
り
厳
し
い
排
水
基
準
が
設
け
ら

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
調 査 項 目　健康項目、生活環境項目、その他
採　水　日　平成22年８月９日、24日
採 水 場 所　１．周辺環境水　　　①投棄地直下河川、②小口川上流
　　　　　　２．投棄現場浸出水　③投棄地下流側観測井、④投棄地内観測井
調 査 結 果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287－92－1411
　　　　　　環境総合推進室　　　　　　　☎0287－92－1110

不法投棄現場周辺の水質分析結果（平成22年度第２回年間変動調査分）栃木県の 最低賃金
時間給 697円

　特定の産業には産業別最低賃金が定めら
れています。
　詳しくは、栃木県労働局賃金室（☎028
－634－9209）または、最寄りの労働基
準監督署にお問い合わせください。

平成22年10月７日発効

ご
み
の
「
野
焼
き
」
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

二
万
円　

㈱
関
東
フ
ー
ズ
様

○
図
書
館
へ

図
書
「
け
い
お
ん
」
２
冊

　
　
　
　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

図
書
「
お
道
の
視
点
か
ら
」

　
　
　
　

高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
33
回
）

一
万
一
千
六
百
円

　

カ
ワ
サ
キ
ト
ー
ヨ
ー
住
器
様

十
万
円　

佐
藤
勝
夫
様
（
小
川
）

　平成22年工業統計調査が12月31日現在で実施
されます。12月から来年１月にかけて調査員が
お伺いします。
　なお、調査票の内容については、統計法に基づ
き秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願
いします。
　　　http://www.meti.go.jp/statistics/
　　　　経済産業省・栃木県・那珂川町

製造事業所の皆様へ
工業統計調査にご協力ください

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

ｉ
ｎ
那
珂
川 

２
０
１
０
秋
稲
刈
り

　

去
る
10
月
17
日
、
24
日
の
２
日

間
、
宇
都
宮
市
を
中
心
に
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
町
対
抗
の
部
に
那
珂
川
町

か
ら
は
11
種
目
、
総
勢
１
０
２
名

の
選
手
が
出
場
し
、
次
の
種
目
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

軟
式
野
球　
　
　
　
　

優　

勝

硬
式
テ
ニ
ス　
　
　
　

優　

勝

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

準
優
勝

壮
年
男
子
50
ｍ
背
泳

優　

勝　

荒
牧
恵
文
さ
ん（
片
平
）

壮
年
Ａ
男
子
３
０
０
０
ｍ
走

優　

勝　

鈴
木　

誠
さ
ん（
健
武
）

成
年
男
子
走
高
跳

優　

勝　

飯
田
和
也
さ
ん（
小
川
）

成
年
男
子
１
０
０
ｍ
走

第
３
位　

斉
藤
拓
也
さ
ん（
小
口
）

　

９
月
23
日
に
宇
都
宮
市
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
栃
木
県
予
選
会
の
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
（
高
校
２
年
生
以
下
）
で

川
上
愛
可
さ
ん
（
真
岡
女
子
高
１

年
）
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
尾
島
奏
穂
さ
ん
（
市

貝
中
１
年
）
と
川
上
さ
ん
は
小
川

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
先
輩
後

輩
で
、
二
人
は
来
年
１
月
に
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
〜
地
域
に
根
づ
く　

思
い
や

り
の
心
と
福
祉
の
輪
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
５
回
那
珂
川
町
福
祉
ま

つ
り
が
10
月
16
日
、
小
川
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
共
生
館
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸
上
自
衛
隊

に
よ
る
屋
外
炊
具
車
の
展
示
や
福

祉
体
験
、
模
擬
店
な
ど
37
団
体
が

出
店
し
、
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
は
「
な

か
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、
一
緒
に

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

那
珂
川
町
の
選
手
が
活
躍

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
県
予
選
）
で

川
上
愛
可
さ
ん
（
小
川
）
が
準
優
勝

「
第
５
回
那
珂
川
町
福
祉
ま
つ
り
」
で

に
ぎ
わ
う

※
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れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

■
湖
や
沼
で
は
、
ど
の
よ
う
に
水

が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

湖
や
沼
な
ど
水
の
流
れ
が
少
な

い
自
然
の
水
域
に
つ
い
て
は
、

富
栄
養
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
水

質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
、
窒
素

と
リ
ン
に
つ
い
て
排
水
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
富
栄
養
化
と
は
、
水
中
の
窒
素
や
リ
ン

等
が
増
加
し
、
水
中
生
物
の
繁
殖
が
活
発

に
な
る
こ
と
で
す
。

■
日
本
で
起
き
た
水
質
汚
濁
被
害

「
水
俣
病
」

　

熊
本
県
水
俣
湾
で
発
生
し
、
化

学
工
場
が
海
に
流
し
た
廃
液
の
メ

チ
ル
水
銀
が
原
因
の
公
害
病
で
す
。

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」

　

富
山
県
神
通
川
流
域
で
発
生
し
、

上
流
の
鉱
山
の
精
錬
に
伴
う
未
処

理
排
水
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
原
因
の

公
害
病
で
す
。

「
ア
オ
コ
」

　

滋
賀
県
の
琵
琶
湖
で
発
生
し
、

富
栄
養
化
に
よ
っ
て
微
細
藻
類
が

異
常
に
増
え
た
こ
と
が
原
因
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
の
排
出
抑
制
と
廃
棄
物
の
適
正

処
理
を
図
る
た
め
に
、
廃
棄
物
の

焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
違
反

す
る
と
罰
則
（
５
年
以
下
の
懲

役
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
事
業
活

動
に
よ
り
出
る
紙
・
木
く
ず
な
ど

を
野
外
（
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
家
庭
用
焼
却
炉
等
）
で
焼
く

「
野
焼
き
」
は
、
一
部
の
例
外
（
法

令
の
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
施
設

で
の
焼
却
、
ど
ん
ど
焼
き
や
病
害

虫
防
除
の
芝
焼
き
な
ど
）
を
除
い

て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
や
再
資
源
化
の
た
め

に
も
、
町
指
定
の
ご
み
収
集
や
指

定
の
処
理
施
設
へ
の
搬
入
な
ど
に

よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

　

農
作
業
や
日
常
生
活
を
と
も
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
と
外
国

人
と
の
国
際
交
流
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
ｉ
ｎ
那
珂
川
」
が
10
月

８
日
か
ら
２
泊
３
日
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
る
こ
の

行
事
は
、
今
回
で
ち
ょ
う
ど
30
回

目
と
な
り
ま
し
た
。 

　

10
月
９
日
に
は
、
福
島
泰
夫
さ

ん
（
芳
井
）
の
水
田
で
、
小
雨
ま

じ
り
の
天
気
と
な
っ
た
も
の
の
、

県
内
在
住
の
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
留
学
生
な
ど
29
人
、

町
内
の
児
童
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々
な
ど
総
勢
１
２
０
人

が
参
加
し
て
、
春
に
植
え
た
稲
の

収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
出
身
の
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
ル
エ

ン
さ
ん
に
収
穫
体
験
を
し
た
感
想

を
聞
く
と
、「
初
体
験
で
し
た
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
後
に
は
、「
芳
井
夢
の

会
」「
舟
戸
元
気
か
い
」
な
ど
の
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
の
料
理
や
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
作
っ
た
長
さ
10
ｍ
を
超

え
る
海
苔
巻
き
、
つ
き
た
て
の
餅

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
昼
食
後

に
は
、「
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
那
珂

川
ゆ
め
っ
こ
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い

踊
り
や
、
韓
国
出
身
の
ユ
ン
・

ジ
ョ
ン
さ
ん
に
よ
る
韓
国
の
民
族

衣
装
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
年
獲
れ
た
米
と
ま
ゆ

細
工
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
が
お

土
産
に
配
ら
れ
、
外
国
人
の
参
加

者
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
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そ
こ
で
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工
場
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ど
の
排
水
に

対
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は
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全
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で
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水
道
に
流
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排
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基
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が
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書
館
へ

図
書
「
け
い
お
ん
」
２
冊

　
　
　
　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

図
書
「
お
道
の
視
点
か
ら
」

　
　
　
　

高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
33
回
）

一
万
一
千
六
百
円

　

カ
ワ
サ
キ
ト
ー
ヨ
ー
住
器
様

十
万
円　

佐
藤
勝
夫
様
（
小
川
）

　平成22年工業統計調査が12月31日現在で実施
されます。12月から来年１月にかけて調査員が
お伺いします。
　なお、調査票の内容については、統計法に基づ
き秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願
いします。
　　　http://www.meti.go.jp/statistics/
　　　　経済産業省・栃木県・那珂川町

製造事業所の皆様へ
工業統計調査にご協力ください

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

ｉ
ｎ
那
珂
川 

２
０
１
０
秋
稲
刈
り

　

去
る
10
月
17
日
、
24
日
の
２
日

間
、
宇
都
宮
市
を
中
心
に
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
町
対
抗
の
部
に
那
珂
川
町

か
ら
は
11
種
目
、
総
勢
１
０
２
名

の
選
手
が
出
場
し
、
次
の
種
目
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

軟
式
野
球　
　
　
　
　

優　

勝

硬
式
テ
ニ
ス　
　
　
　

優　

勝

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

準
優
勝

壮
年
男
子
50
ｍ
背
泳

優　

勝　

荒
牧
恵
文
さ
ん（
片
平
）

壮
年
Ａ
男
子
３
０
０
０
ｍ
走

優　

勝　

鈴
木　

誠
さ
ん（
健
武
）

成
年
男
子
走
高
跳

優　

勝　

飯
田
和
也
さ
ん（
小
川
）

成
年
男
子
１
０
０
ｍ
走

第
３
位　

斉
藤
拓
也
さ
ん（
小
口
）

　

９
月
23
日
に
宇
都
宮
市
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
栃
木
県
予
選
会
の
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
（
高
校
２
年
生
以
下
）
で

川
上
愛
可
さ
ん
（
真
岡
女
子
高
１

年
）
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
尾
島
奏
穂
さ
ん
（
市

貝
中
１
年
）
と
川
上
さ
ん
は
小
川

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
先
輩
後

輩
で
、
二
人
は
来
年
１
月
に
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
〜
地
域
に
根
づ
く　

思
い
や

り
の
心
と
福
祉
の
輪
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
５
回
那
珂
川
町
福
祉
ま

つ
り
が
10
月
16
日
、
小
川
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
共
生
館
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸
上
自
衛
隊

に
よ
る
屋
外
炊
具
車
の
展
示
や
福

祉
体
験
、
模
擬
店
な
ど
37
団
体
が

出
店
し
、
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
は
「
な

か
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、
一
緒
に

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

那
珂
川
町
の
選
手
が
活
躍

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
県
予
選
）
で

川
上
愛
可
さ
ん
（
小
川
）
が
準
優
勝

「
第
５
回
那
珂
川
町
福
祉
ま
つ
り
」
で

に
ぎ
わ
う

※
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元
気
で
長
生
き
の
秘
訣
！

　
　
　
　

  
「
入
浴
編
」

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
お
風

呂
で
冷
え
た
体
を
ゆ
っ
く
り
温
め

る
の
は
、
１
日
の
疲
れ
を
癒
し
、

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

最
高
の
方
法
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
高
齢
者

の
入
浴
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

入
浴
時
の
突
然
死
の
原
因
に
は
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
溺
水
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢

者
が
入
浴
す
る
際
の
体
の
変
化
や

事
故
の
危
険
性
、
事
故
を
起
さ
な

い
安
全
な
入
浴
法
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
入
浴
時
の
血
圧
の
変
化

　

脱
衣
室
・
浴
室
の
室
温
と
お
湯

と
の
温
度
差
が
大
き
い
と
、
血
圧

や
脈
の
上
昇
に
よ
り
脳
血
管
や
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
、
脳
出
血
や

心
臓
発
作
な
ど
を
お
こ
す
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

ま
ま
入
浴
を
続
け
る
と
、
血
圧
が

下
降
し
、
め
ま
い
や
意
識
障
害
を

き
た
し
溺
水
に
繫
が
り
ま
す
。
発

汗
に
よ
る
水
分
不
足
は
、
血
液
の

粘
り
気
を
増
し
、
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
。

◆
転
倒
が
多
い
場
所
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
浴
室
の
濡
れ
た
フ
ロ
ア
ー　

・
滑
り
や
す
い
浴
槽

・
浴
槽
の
ま
た
ぎ

・
浴
室
へ
の
出
入
り
で
の
段
差

　

ご
自
宅
の
浴
室
、
浴
槽
は
い
か

が
で
す
か
。
見
直
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
安
全
な
入
浴
法

家
庭
で
の
簡
単
な
工
夫
や
注
意
点

な
ど
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

・
お
湯
の
温
度
は
41
℃
以
下

・
入
浴
前
に
脱
衣
室
や
浴
室
の
温

度
を
24
〜
26
℃
程
度
に
温
め
る

  ・
長
湯
は
せ
ず
、
20
分
以
内
が
理

想
。
浴
槽
に
入
っ
て
い
る
時
間
は

５
分
位
、
浴
室
に
時
計
を
置
い
て

お
く
。

・
お
風
呂
に
入
る
前
に
コ
ッ
プ
１

杯
の
水
を
飲
む
（
の
ど
が
渇
い
た

と
い
う
実
感
が
な
く
て
も
）
、
お

風
呂
か
ら
上

が
っ
た
後
に

も
水
分
補
給

を
心
が
け
る
。

　

・
一
番
風
呂
を
避
け
る
。

・
肩
ま
で
ど
っ
ぷ
り
浸
か
ら
ず
、

半
身
浴
が
望
ま
し
い
。
肩
に
タ
オ

ル
を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
で
体
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
飲
酒
後
、
食
事
直
後
や
早
朝
・

深
夜
は
避
け
る
。

 

・
安
定
剤
、
睡
眠
薬
な
ど
の
服
用

後
の
入
浴
は
避
け
る
。

・
手
す
り
や
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
す
る
。

・
浴
槽
に
入
る
と
き
は
、
手
す
り

や
浴
槽
の
端
を
し
っ
か
り
掴
む
。

・
浴
槽
の
中
で
は
、
急
に
立
っ
た

り
し
な
い
。

・
家
族
に
一
声
か
け
て
か
ら
入
浴

す
る
、
家
族
は
こ
ま
め
に
声
を
か

け
る
。

・
一
人
で
の
入
浴
に
不
安
が
あ
る

場
合
は
、
介
助
人
（
家
族
・
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）
が
付
き
添
う
。
ま
た
、

安
全
な
入
浴
方
法
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
）
を
考
え
る
。

・
気
温
の
低
い
日
は
、
夜
早
め
に

入
浴
す
る
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
の

入
浴
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　悩みが深刻化しないように、ちょっとした事でも気軽
に聞いてみてはいかがでしょうか？周りの人にちょっと
尋ねてみれば「なぁんだ」と思うことが多いものですよ！

12月８日（水）10：00～
　お子さんと一緒に体を動かして、楽しいひとと
きを過ごしてみませんか？湊万里子先生が指導し
てくださいます。　　申し込み　12月６日まで

11月24日（水）10：00～
　寒さに向かい、風邪やインフルエンザ
が流行る季節になります。それらを予防
するためにはどんな事を心がけたらいい
のかなど、保健師さんからお話を聞きま
せんか？

申し込み
　11月22日まで

☎0287－96－5223

噴
煙
を
呑
み
込
ん
で
ゐ
る
紅
葉
山 

松　

野　
　
　
　

大
門　

正
一

火
を
飛
ば
し
音
を
弾
ま
せ
秋
刀
魚
焼
く 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

芳
輝

花
火
止
み
暗
き
川
面
に
戻
り
け
り 

馬　

頭　
　
　
　

川
上　

幸
男

秋
の
夜
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
触
る
る
音 

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

案
山
子
翁
足
下
に
雀
飼
ひ
馴
ら
し 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

か
ま
き
り
の
網
戸
に
へ
ば
り
何
を
待
つ 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

出
荷
前
の
太
め
の
葱
の
緑
濃
し
朝
の
陽
光
に
な
お
輝
き
て

 

大　

内　
　
　
　

薄
井　

キ
イ

あ
つ
き
日
に
涼
を
求
め
る
日
陰
よ
り
茄
子
採
る
妻
の
背
中
見
ゆ
る
も

 

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

手
に
取
っ
て
重
さ
た
し
か
め
迷
ひ
を
り
た
か
が
レ
タ
ス
を
一
つ
買
ふ
に
も

 

馬　

頭　
　
　

五
月
女
ト
ミ
ノ

父
の
里
の
越
後
絹
布
の
衣
を
し
手
に
母
の
偲
ば
れ
亡
き
姉
し
の
ぶ

 

小　

川　
　
　
　

郡
司　

喜
恵

登
り
来
て
肌
乾
く
ほ
ど
の
風
が
あ
り
山
神
様
よ
り
町
を
見
放
く
る

 

小　

川　
　
　
　

佐
藤
佳
久
子

防
人
が
死
の
覚
悟
負
い
歩
み
た
る
東
山
道
の
遺
構
見
て
立
つ

 

恩　

田　
　
　
　

上
杉　

里
子

行
列
の
ア
リ
に
は
わ
か
る
空
模
様 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

ビ
ッ
ク
リ
の
数
値
よ
く
な
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

大　

内　
　
　
　

郡
司　

正
幸

人
情
に
甘
え
た
椅
子
で
気
が
咎
め 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

殆
ん
ど
の
本
は
書
棚
へ
行
っ
た
き
り 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

老
い
の
身
に
人
の
情
け
を
受
け
て
生
き 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

医
者
よ
り
も
利
く
人
情
と
い
う
薬 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
い
の
ち
の
中
に
あ
る
地
球
』

　
　
　
　
　
　
　
　

  

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ズ
キ
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

　

カ
ナ
ダ
の
環
境
破
壊
に
待
っ
た
を
か
け
た
生
物
学
者
が
、
地
球
を
継
ぐ
私
た
ち
に

贈
る
最
後
の
講
義
。

　

あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
た
ち
は
、
た
だ
一
枚
の
「
生
命
の
網
」
を
編
ん
で
い
て
、
私
た

ち
人
間
も
そ
の
網
目
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
地
球
を
包
む
そ
の
網
が
、
人
間
の
豊

か
な
生
活
の
た
め
に
、
引
き
裂
か
れ
つ
つ
あ
る
。　

　

日
系
三
世
の
著
者
が
、
最
新
の
科
学
知
識
と
先
住
民
族
の
知
恵
を
ま
じ
え
て
語
る
、

私
た
ち
が
進
む
べ
き
道
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ
／
著
（
集
英
社
）

　

柔
道
に
打
ち
込
ん
で
き
た
一
馬
は
、
大
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
界
初
の
男
子
の
み
の

チ
ー
ム
結
成
を
決
意
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え
る
超
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、
チ
ー
ム
は
学
園
祭
で
の
初
舞
台
、
さ
ら
に
は
全
国
選
手
権
を
目
指
す

が
・
・
・
。

　

笑
っ
て
泣
け
て
、
明
日
へ
の
力
が
湧
い
て
く
る
！
平
成
生
ま
れ
の
著
者
に
よ
る
、
感

動
の
長
編
ス
ポ
ー
ツ
小
説
。

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』

　

  

キ
ン
バ
リ
ー
・
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
／
著
（
福
音
館
書
店
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
活
や
経
済
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
て
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

　

目
に
は
見
え
な
い
こ
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
一体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
？

子
ど
も
た
ち
を
興
味
深
い
「
か
が
く
」
の
世
界
に
案
内
す
る
絵
本
。

◇『
通
り
ゃ
ん
せ
』　

宇
江
佐
真
理
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
キ
リ
ン
』　

山
田
悠
介
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
砂
漠
の
悪
魔
』　

近
藤
史
恵
／
著
（
講
談
社
）

◇『
竜
が
最
後
に
帰
る
場
所
』　

恒
川
光
太
郎
／
著
（
講
談
社
）

◇『
ほ
か
げ
橋
夕
景
』　

山
本
一力
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ピ
ス
タ
チ
オ
』　

梨
木
香
歩
／
著
（
筑
摩
書
房
）

◇『
往
復
書
簡
』　

湊　

か
な
え
／
著
（
幻
冬
舎
）

◇『
も
し
も
し
下
北
沢
』　

よ
し
も
と
ば
な
な
／
著
（
毎
日
新
聞
社
）

◇『
犬
を
殺
す
の
は
誰
か
』　

太
田
匡
彦
／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

◇『
野
菜
の
裏
側
』　

河
名
秀
郎
／
著
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

◇『
君
に
届
け
』　

椎
名
軽
穂
／
著
（
集
英
社
）

◇『
磯
野
家
の
相
続
』　

長
谷
川
裕
雅
／
著
（
す
ば
る
舎
）

◇『
は
じ
め
ま
し
て
の
刺
繍
教
室
』　

文
化
出
版
局
／
編
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
人
気
の
介
護
食
８
３
』　

吉
田
三
和
子
／
著
（
講
談
社
）

『
チ
ア
男
子
！
！
』

さ　

ん　

ま
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元
気
で
長
生
き
の
秘
訣
！

　
　
　
　

  

「
入
浴
編
」

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
お
風

呂
で
冷
え
た
体
を
ゆ
っ
く
り
温
め

る
の
は
、
１
日
の
疲
れ
を
癒
し
、

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

最
高
の
方
法
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
高
齢
者

の
入
浴
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

入
浴
時
の
突
然
死
の
原
因
に
は
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
溺
水
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢

者
が
入
浴
す
る
際
の
体
の
変
化
や

事
故
の
危
険
性
、
事
故
を
起
さ
な

い
安
全
な
入
浴
法
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
入
浴
時
の
血
圧
の
変
化

　

脱
衣
室
・
浴
室
の
室
温
と
お
湯

と
の
温
度
差
が
大
き
い
と
、
血
圧

や
脈
の
上
昇
に
よ
り
脳
血
管
や
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
、
脳
出
血
や

心
臓
発
作
な
ど
を
お
こ
す
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

ま
ま
入
浴
を
続
け
る
と
、
血
圧
が

下
降
し
、
め
ま
い
や
意
識
障
害
を

き
た
し
溺
水
に
繫
が
り
ま
す
。
発

汗
に
よ
る
水
分
不
足
は
、
血
液
の

粘
り
気
を
増
し
、
脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
。

◆
転
倒
が
多
い
場
所
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
浴
室
の
濡
れ
た
フ
ロ
ア
ー　

・
滑
り
や
す
い
浴
槽

・
浴
槽
の
ま
た
ぎ

・
浴
室
へ
の
出
入
り
で
の
段
差

　

ご
自
宅
の
浴
室
、
浴
槽
は
い
か

が
で
す
か
。
見
直
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
安
全
な
入
浴
法

家
庭
で
の
簡
単
な
工
夫
や
注
意
点

な
ど
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

・
お
湯
の
温
度
は
41
℃
以
下

・
入
浴
前
に
脱
衣
室
や
浴
室
の
温

度
を
24
〜
26
℃
程
度
に
温
め
る

  ・
長
湯
は
せ
ず
、
20
分
以
内
が
理

想
。
浴
槽
に
入
っ
て
い
る
時
間
は

５
分
位
、
浴
室
に
時
計
を
置
い
て

お
く
。

・
お
風
呂
に
入
る
前
に
コ
ッ
プ
１

杯
の
水
を
飲
む
（
の
ど
が
渇
い
た

と
い
う
実
感
が
な
く
て
も
）
、
お

風
呂
か
ら
上

が
っ
た
後
に

も
水
分
補
給

を
心
が
け
る
。

　

・
一
番
風
呂
を
避
け
る
。

・
肩
ま
で
ど
っ
ぷ
り
浸
か
ら
ず
、

半
身
浴
が
望
ま
し
い
。
肩
に
タ
オ

ル
を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
で
体
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
飲
酒
後
、
食
事
直
後
や
早
朝
・

深
夜
は
避
け
る
。

 

・
安
定
剤
、
睡
眠
薬
な
ど
の
服
用

後
の
入
浴
は
避
け
る
。

・
手
す
り
や
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
す
る
。

・
浴
槽
に
入
る
と
き
は
、
手
す
り

や
浴
槽
の
端
を
し
っ
か
り
掴
む
。

・
浴
槽
の
中
で
は
、
急
に
立
っ
た

り
し
な
い
。

・
家
族
に
一
声
か
け
て
か
ら
入
浴

す
る
、
家
族
は
こ
ま
め
に
声
を
か

け
る
。

・
一
人
で
の
入
浴
に
不
安
が
あ
る

場
合
は
、
介
助
人
（
家
族
・
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）
が
付
き
添
う
。
ま
た
、

安
全
な
入
浴
方
法
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
）
を
考
え
る
。

・
気
温
の
低
い
日
は
、
夜
早
め
に

入
浴
す
る
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
の

入
浴
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　悩みが深刻化しないように、ちょっとした事でも気軽
に聞いてみてはいかがでしょうか？周りの人にちょっと
尋ねてみれば「なぁんだ」と思うことが多いものですよ！

12月８日（水）10：00～
　お子さんと一緒に体を動かして、楽しいひとと
きを過ごしてみませんか？湊万里子先生が指導し
てくださいます。　　申し込み　12月６日まで

11月24日（水）10：00～
　寒さに向かい、風邪やインフルエンザ
が流行る季節になります。それらを予防
するためにはどんな事を心がけたらいい
のかなど、保健師さんからお話を聞きま
せんか？

申し込み
　11月22日まで

☎0287－96－5223

噴
煙
を
呑
み
込
ん
で
ゐ
る
紅
葉
山 

松　

野　
　
　
　

大
門　

正
一

火
を
飛
ば
し
音
を
弾
ま
せ
秋
刀
魚
焼
く 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

芳
輝

花
火
止
み
暗
き
川
面
に
戻
り
け
り 

馬　

頭　
　
　
　

川
上　

幸
男

秋
の
夜
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
触
る
る
音 

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

案
山
子
翁
足
下
に
雀
飼
ひ
馴
ら
し 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

か
ま
き
り
の
網
戸
に
へ
ば
り
何
を
待
つ 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

出
荷
前
の
太
め
の
葱
の
緑
濃
し
朝
の
陽
光
に
な
お
輝
き
て

 

大　

内　
　
　
　

薄
井　

キ
イ

あ
つ
き
日
に
涼
を
求
め
る
日
陰
よ
り
茄
子
採
る
妻
の
背
中
見
ゆ
る
も

 

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

手
に
取
っ
て
重
さ
た
し
か
め
迷
ひ
を
り
た
か
が
レ
タ
ス
を
一
つ
買
ふ
に
も

 

馬　

頭　
　
　

五
月
女
ト
ミ
ノ

父
の
里
の
越
後
絹
布
の
衣
を
し
手
に
母
の
偲
ば
れ
亡
き
姉
し
の
ぶ

 

小　

川　
　
　
　

郡
司　

喜
恵

登
り
来
て
肌
乾
く
ほ
ど
の
風
が
あ
り
山
神
様
よ
り
町
を
見
放
く
る

 

小　

川　
　
　
　

佐
藤
佳
久
子

防
人
が
死
の
覚
悟
負
い
歩
み
た
る
東
山
道
の
遺
構
見
て
立
つ

 

恩　

田　
　
　
　

上
杉　

里
子

行
列
の
ア
リ
に
は
わ
か
る
空
模
様 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

ビ
ッ
ク
リ
の
数
値
よ
く
な
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

大　

内　
　
　
　

郡
司　

正
幸

人
情
に
甘
え
た
椅
子
で
気
が
咎
め 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

殆
ん
ど
の
本
は
書
棚
へ
行
っ
た
き
り 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

老
い
の
身
に
人
の
情
け
を
受
け
て
生
き 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

医
者
よ
り
も
利
く
人
情
と
い
う
薬 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
い
の
ち
の
中
に
あ
る
地
球
』

　
　
　
　
　
　
　
　

  

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ズ
キ
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

　

カ
ナ
ダ
の
環
境
破
壊
に
待
っ
た
を
か
け
た
生
物
学
者
が
、
地
球
を
継
ぐ
私
た
ち
に

贈
る
最
後
の
講
義
。

　

あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
た
ち
は
、
た
だ
一
枚
の
「
生
命
の
網
」
を
編
ん
で
い
て
、
私
た

ち
人
間
も
そ
の
網
目
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
地
球
を
包
む
そ
の
網
が
、
人
間
の
豊

か
な
生
活
の
た
め
に
、
引
き
裂
か
れ
つ
つ
あ
る
。　

　

日
系
三
世
の
著
者
が
、
最
新
の
科
学
知
識
と
先
住
民
族
の
知
恵
を
ま
じ
え
て
語
る
、

私
た
ち
が
進
む
べ
き
道
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ
／
著
（
集
英
社
）

　

柔
道
に
打
ち
込
ん
で
き
た
一
馬
は
、
大
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
界
初
の
男
子
の
み
の

チ
ー
ム
結
成
を
決
意
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え
る
超
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、
チ
ー
ム
は
学
園
祭
で
の
初
舞
台
、
さ
ら
に
は
全
国
選
手
権
を
目
指
す

が
・
・
・
。

　

笑
っ
て
泣
け
て
、
明
日
へ
の
力
が
湧
い
て
く
る
！
平
成
生
ま
れ
の
著
者
に
よ
る
、
感

動
の
長
編
ス
ポ
ー
ツ
小
説
。

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』

　

  

キ
ン
バ
リ
ー
・
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
／
著
（
福
音
館
書
店
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
活
や
経
済
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
て
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。

　

目
に
は
見
え
な
い
こ
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
一体
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
？

子
ど
も
た
ち
を
興
味
深
い
「
か
が
く
」
の
世
界
に
案
内
す
る
絵
本
。

◇『
通
り
ゃ
ん
せ
』　

宇
江
佐
真
理
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
キ
リ
ン
』　

山
田
悠
介
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
砂
漠
の
悪
魔
』　

近
藤
史
恵
／
著
（
講
談
社
）

◇『
竜
が
最
後
に
帰
る
場
所
』　

恒
川
光
太
郎
／
著
（
講
談
社
）

◇『
ほ
か
げ
橋
夕
景
』　

山
本
一力
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ピ
ス
タ
チ
オ
』　

梨
木
香
歩
／
著
（
筑
摩
書
房
）

◇『
往
復
書
簡
』　

湊　

か
な
え
／
著
（
幻
冬
舎
）

◇『
も
し
も
し
下
北
沢
』　

よ
し
も
と
ば
な
な
／
著
（
毎
日
新
聞
社
）

◇『
犬
を
殺
す
の
は
誰
か
』　

太
田
匡
彦
／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

◇『
野
菜
の
裏
側
』　

河
名
秀
郎
／
著
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

◇『
君
に
届
け
』　

椎
名
軽
穂
／
著
（
集
英
社
）

◇『
磯
野
家
の
相
続
』　

長
谷
川
裕
雅
／
著
（
す
ば
る
舎
）

◇『
は
じ
め
ま
し
て
の
刺
繍
教
室
』　

文
化
出
版
局
／
編
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
人
気
の
介
護
食
８
３
』　

吉
田
三
和
子
／
著
（
講
談
社
）

『
チ
ア
男
子
！
！
』

さ　

ん　

ま
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10
月
15
日
、
馬
頭
東
小
学
校
で
新
し
い

校
歌
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
以
前
大
内
小
学
校
の
時
に
校

長
先
生
を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
佐
藤
栄
さ

ん
（
馬
頭
）
が
、
校
歌
を
書
き
、
額
と
と
も

に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
全
校
児
童
が
体
育

館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

除
幕
式
で
は
、
ま
ず
寄
贈
さ
れ
た
校
歌

の
額
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
幕
が
引
か
れ
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
っ
そ

く
そ
の
校
歌
の
歌
詞
を
見
な
が
ら
、
児
童

全
員
で
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
者
あ
い
さ
つ
で
佐
藤
さ
ん
は
、

「
教
室
で
勉
強
す
る
時
は
、
先
生
の
顔
を

よ
く
見
て
、
お
話
を
聞
く
こ
と
。
そ
し
て
、

お
友
達
に
親
切
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ

ば
い
い
子
に
な
り
ま
す
の
で
、
児
童
の
皆

さ
ん
が
い
い
子
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
ま

す
。」
と
児
童
た
ち
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
馬
頭
広
重
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
桑
野
正
光
館
長
は

「
多
く
の
方
の
理
解
と
協
力
で
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
後
も
住
民
に
愛
さ
れ
、

町
民
の
誇
れ
る
美
術
館
と
し
て
、
交
流
人

口
の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
初
代
館
長
で
国
際
浮
世
絵
学
会
常

任
理
事
の
稲
垣
進
一
氏
の
講
演
「
広
重
と

保
永
堂
版
東
海
道
五
拾
三
次
」
に
続
き
、

第
２
部
の
馬
頭
広
重
美
術
館
友
の
会
設
立

10
周
年
記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
柳
家

さ
ん
生
氏
に
よ
り
、「
落
語
の
中
に
生
き

る
人
々
」
と
題
し
て
、
浮
世
絵
が
盛
ん
で

あ
っ
た
江
戸
時
代
の
生
活
が
、
面
白
お
か

し
く
話
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
湯
津
上
館
で

は
11
月
23
日
ま
で
企
画
展
「
那
須
の
ゆ
り

が
ね―

産
金
の
歴
史―

」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
10
月
17
日
に
ふ
る
さ
と
館
で
記
念

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
町

内
外
か
ら
歴
史
に
興
味
が
あ
る
約
80
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
渡
来
人
と
産
金
の
関
わ
り

や
茨
城
県
の
金
山
遺
跡
に
見
る
産
金
法
の

変
遷
、
律
令
国
家
と
産
金
、
遣
唐
使
た
ち

が
黄
金
の
国
伝
説
を
作
っ
た
こ
と
な
ど
が
、

興
味
深
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
当
時
、
こ
の
地

域
が
全
国
で
も
有
数
の
金
の
産
出
を
誇
り
、

そ
の
金
は
東
大
寺
大
仏
建
立
に
使
用
さ
れ

る
な
ど
、
歴
史
の
一
時
代
を
担
っ
た
こ
と

に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
馬
頭
小
学
校
で
は
、
５
年

生
の
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
電

気
自
動
車
体
験
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
ク
イ

ズ
形
式
の
授
業
で
は
、
世
界
初
の
電
気
自

動
車
が
１
３
０
年
前
に
開
発
さ
れ
た
こ
と

や
、
技
術
革
新
と
地
球
温
暖
化
へ
の
関
心

の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
最
近
、
普
及
が
進

み
始
め
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
庭
で
の
電
気
自
動
車
の
試
乗

体
験
を
実
施
、
試
乗
し
た
茅
根
瑛
人
君
に

感
想
を
聞
く
と
「
振
動
も
無
く
、
す
ご
く

静
か
で
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
応

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
今
回
の
授
業
で
、

環
境
に
優
し
い
自
動
車
づ
く
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

馬
頭
東
小
学
校
校
歌
除
幕
式

馬
頭
広
重
美
術
館
開
館
・
友
の
会

設
立
10
周
年
記
念
講
演
会

馬
頭
小
学
校
で

電
気
自
動
車
体
験
授
業

「
那
須
の
産
金
を
考
え
る
」

講
演
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

青
木
喜
代
さ
ん
（
小
川
）
が
10
月
５
日

に
１
０
０
歳
を
迎
え
、
大
金
町
長
か
ら
お

祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、
旧
下
川
井
村
（
現
那
須

烏
山
市
）
の
生
ま
れ
で
、
小
さ
い
頃
か
ら

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
人
形
の
着
物
を
縫
う

な
ど
裁
縫
が
好
き
で
、
よ
く
、
家
族
の
着

物
を
縫
っ
て
き
ま
し
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
教
諭
と
し
て
、
薬
利
小
学
校
に

長
く
勤
め
た
こ
と
も
あ
り
、
町
内
に
も
多

く
の
教
え
子
が
い
る
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
お
話
を
お
伺
い
す
る
と
「
子
供

４
人
を
育
て
な
が
ら
、
家
庭
と
職
場
の
両

立
は
大
変
で
し
た
が
、
と
に
か
く
、
生
徒

た
ち
が
大
好
き
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
し
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
で
す
」

と
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
馬
頭
小
学
校
で
わ
く
わ
く

ミ
ル
ク
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
食
育
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
社
団
法
人
日
本
乳
業
協
会
が
主
催

と
な
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
２
年
生
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
講
師
の
先
生
か
ら
、
牛
乳

を
飲
む
こ
と
の
大
切
さ
や
、
牛
乳
か
ら
で

き
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
教
わ
っ
た

後
、
実
際
に
み
ん
な
で
バ
タ
ー
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
バ
タ
ー
作
り
に
、
児
童
の
皆

さ
ん
は
興
味
津
々
で
、
生
ク
リ
ー
ム
を
入

れ
た
容
器
を
上
下
左
右
に
一
生
懸
命
に

振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
完
成
し
た
手
作
り
の
バ
タ
ー

を
み
ん
な
で
パ
ン
に
つ
け
て
食
べ
る
と
、

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
星
の
見
え
る
丘
農
園
（
谷

田
）
で
、
栃
木
ダ
ル
ク
や
南
那
須
保
護
区

保
護
司
会
の
関
係
者
な
ど
約
60
名
が
参
加

し
、
那
珂
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ー
ム

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
参
加
者
は
収
穫
を
す

る
班
と
、
交
流
会
の
準
備
を
す
る
班
の
２

つ
に
分
か
れ
、
収
穫
を
す
る
班
は
、
農
園

の
畑
で
落
花
生
の
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
収
穫
作
業
は
、
畑
で
掘
り
お
こ
さ
れ

た
落
花
生
の
実
を
１
つ
１
つ
丁
寧
に
取
っ

て
か
ご
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
会
の
準
備
を
す
る
班
は
、

蒸
か
し
た
も
ち
米
を
臼
に
入
れ
て
、
餅
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
つ
き

た
て
の
お
餅
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
第
４
回

ス
マ
イ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
10
日
、
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
、
サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
各
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
金
管
６
重
奏
に

よ
る
演
奏
に
続
き
、
在
校
生
の
ほ
か
卒
業

生
や
賛
助
出
演
の
「
ざ
☆
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
演
奏
、
曲
目
は
ア

ニ
メ
や
Ｊ
ポ
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
馴
染
み

の
あ
る
曲
で
会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
手

拍
子
を
す
る
な
ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
「Let’s  Sw

ing
!!

」
で
は
、
楽
器

の
パ
ー
ト
毎
に
見
せ
場
が
あ
り
、
最
後
は

演
奏
者
全
員
で
揃
っ
て
ス
イ
ン
グ
し
な
が

ら
演
奏
す
る
姿
に
、
観
客
の
皆
さ
ん
か
ら

は
盛
大
な
拍
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

青
木
喜
代
さ
ん　

祝
１
０
０
歳

わ
く
わ
く
ミ
ル
ク
教
室
を
開
催

吹
い
て
、
奏
で
て
、
楽
し
ん
で
！

小
川
中
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

那
珂
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ァ
ー
ム
交
流
会
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10
月
15
日
、
馬
頭
東
小
学
校
で
新
し
い

校
歌
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
以
前
大
内
小
学
校
の
時
に
校

長
先
生
を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
佐
藤
栄
さ

ん
（
馬
頭
）
が
、
校
歌
を
書
き
、
額
と
と
も

に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
全
校
児
童
が
体
育

館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

除
幕
式
で
は
、
ま
ず
寄
贈
さ
れ
た
校
歌

の
額
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
幕
が
引
か
れ
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
っ
そ

く
そ
の
校
歌
の
歌
詞
を
見
な
が
ら
、
児
童

全
員
で
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
者
あ
い
さ
つ
で
佐
藤
さ
ん
は
、

「
教
室
で
勉
強
す
る
時
は
、
先
生
の
顔
を

よ
く
見
て
、
お
話
を
聞
く
こ
と
。
そ
し
て
、

お
友
達
に
親
切
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ

ば
い
い
子
に
な
り
ま
す
の
で
、
児
童
の
皆

さ
ん
が
い
い
子
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
ま

す
。」
と
児
童
た
ち
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
馬
頭
広
重
美
術
館
開
館
10
周
年
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
桑
野
正
光
館
長
は

「
多
く
の
方
の
理
解
と
協
力
で
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
後
も
住
民
に
愛
さ
れ
、

町
民
の
誇
れ
る
美
術
館
と
し
て
、
交
流
人

口
の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
初
代
館
長
で
国
際
浮
世
絵
学
会
常

任
理
事
の
稲
垣
進
一
氏
の
講
演
「
広
重
と

保
永
堂
版
東
海
道
五
拾
三
次
」
に
続
き
、

第
２
部
の
馬
頭
広
重
美
術
館
友
の
会
設
立

10
周
年
記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
柳
家

さ
ん
生
氏
に
よ
り
、「
落
語
の
中
に
生
き

る
人
々
」
と
題
し
て
、
浮
世
絵
が
盛
ん
で

あ
っ
た
江
戸
時
代
の
生
活
が
、
面
白
お
か

し
く
話
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
湯
津
上
館
で

は
11
月
23
日
ま
で
企
画
展
「
那
須
の
ゆ
り

が
ね―

産
金
の
歴
史―

」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
10
月
17
日
に
ふ
る
さ
と
館
で
記
念

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
町

内
外
か
ら
歴
史
に
興
味
が
あ
る
約
80
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
渡
来
人
と
産
金
の
関
わ
り

や
茨
城
県
の
金
山
遺
跡
に
見
る
産
金
法
の

変
遷
、
律
令
国
家
と
産
金
、
遣
唐
使
た
ち

が
黄
金
の
国
伝
説
を
作
っ
た
こ
と
な
ど
が
、

興
味
深
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
当
時
、
こ
の
地

域
が
全
国
で
も
有
数
の
金
の
産
出
を
誇
り
、

そ
の
金
は
東
大
寺
大
仏
建
立
に
使
用
さ
れ

る
な
ど
、
歴
史
の
一
時
代
を
担
っ
た
こ
と

に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
馬
頭
小
学
校
で
は
、
５
年

生
の
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
電

気
自
動
車
体
験
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
ク
イ

ズ
形
式
の
授
業
で
は
、
世
界
初
の
電
気
自

動
車
が
１
３
０
年
前
に
開
発
さ
れ
た
こ
と

や
、
技
術
革
新
と
地
球
温
暖
化
へ
の
関
心

の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
最
近
、
普
及
が
進

み
始
め
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
庭
で
の
電
気
自
動
車
の
試
乗

体
験
を
実
施
、
試
乗
し
た
茅
根
瑛
人
君
に

感
想
を
聞
く
と
「
振
動
も
無
く
、
す
ご
く

静
か
で
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
応

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
今
回
の
授
業
で
、

環
境
に
優
し
い
自
動
車
づ
く
り
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

馬
頭
東
小
学
校
校
歌
除
幕
式

馬
頭
広
重
美
術
館
開
館
・
友
の
会

設
立
10
周
年
記
念
講
演
会

馬
頭
小
学
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で

電
気
自
動
車
体
験
授
業

「
那
須
の
産
金
を
考
え
る
」

講
演
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

青
木
喜
代
さ
ん
（
小
川
）
が
10
月
５
日

に
１
０
０
歳
を
迎
え
、
大
金
町
長
か
ら
お

祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
、
旧
下
川
井
村
（
現
那
須

烏
山
市
）
の
生
ま
れ
で
、
小
さ
い
頃
か
ら

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
人
形
の
着
物
を
縫
う

な
ど
裁
縫
が
好
き
で
、
よ
く
、
家
族
の
着

物
を
縫
っ
て
き
ま
し
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
教
諭
と
し
て
、
薬
利
小
学
校
に

長
く
勤
め
た
こ
と
も
あ
り
、
町
内
に
も
多

く
の
教
え
子
が
い
る
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
お
話
を
お
伺
い
す
る
と
「
子
供

４
人
を
育
て
な
が
ら
、
家
庭
と
職
場
の
両

立
は
大
変
で
し
た
が
、
と
に
か
く
、
生
徒

た
ち
が
大
好
き
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
し
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
で
す
」

と
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
馬
頭
小
学
校
で
わ
く
わ
く

ミ
ル
ク
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
食
育
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
社
団
法
人
日
本
乳
業
協
会
が
主
催

と
な
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
２
年
生
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
講
師
の
先
生
か
ら
、
牛
乳

を
飲
む
こ
と
の
大
切
さ
や
、
牛
乳
か
ら
で

き
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
教
わ
っ
た

後
、
実
際
に
み
ん
な
で
バ
タ
ー
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
バ
タ
ー
作
り
に
、
児
童
の
皆

さ
ん
は
興
味
津
々
で
、
生
ク
リ
ー
ム
を
入

れ
た
容
器
を
上
下
左
右
に
一
生
懸
命
に

振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
完
成
し
た
手
作
り
の
バ
タ
ー

を
み
ん
な
で
パ
ン
に
つ
け
て
食
べ
る
と
、

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
星
の
見
え
る
丘
農
園
（
谷

田
）
で
、
栃
木
ダ
ル
ク
や
南
那
須
保
護
区

保
護
司
会
の
関
係
者
な
ど
約
60
名
が
参
加

し
、
那
珂
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ー
ム

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
参
加
者
は
収
穫
を
す

る
班
と
、
交
流
会
の
準
備
を
す
る
班
の
２

つ
に
分
か
れ
、
収
穫
を
す
る
班
は
、
農
園

の
畑
で
落
花
生
の
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
収
穫
作
業
は
、
畑
で
掘
り
お
こ
さ
れ

た
落
花
生
の
実
を
１
つ
１
つ
丁
寧
に
取
っ

て
か
ご
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
会
の
準
備
を
す
る
班
は
、

蒸
か
し
た
も
ち
米
を
臼
に
入
れ
て
、
餅
つ

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
つ
き

た
て
の
お
餅
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
第
４
回

ス
マ
イ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
10
日
、
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
、
サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
各
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
金
管
６
重
奏
に

よ
る
演
奏
に
続
き
、
在
校
生
の
ほ
か
卒
業

生
や
賛
助
出
演
の
「
ざ
☆
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
演
奏
、
曲
目
は
ア

ニ
メ
や
Ｊ
ポ
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
馴
染
み

の
あ
る
曲
で
会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
手

拍
子
を
す
る
な
ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
「Let’s  Sw
ing
!!

」
で
は
、
楽
器

の
パ
ー
ト
毎
に
見
せ
場
が
あ
り
、
最
後
は

演
奏
者
全
員
で
揃
っ
て
ス
イ
ン
グ
し
な
が

ら
演
奏
す
る
姿
に
、
観
客
の
皆
さ
ん
か
ら

は
盛
大
な
拍
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

青
木
喜
代
さ
ん　

祝
１
０
０
歳

わ
く
わ
く
ミ
ル
ク
教
室
を
開
催

吹
い
て
、
奏
で
て
、
楽
し
ん
で
！

小
川
中
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

那
珂
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ァ
ー
ム
交
流
会
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　学校においてきめ細かな指導等を行うために、学級
担任を補助したり少人数指導を推進したりする非常勤
講師を募集します。
採用条件　・健康でやる気のある方
　　　　　・教員免許状所有の方
　　　　　・塩谷南那須地区小中学校へ通勤可能な方
採用期間　平成23年４月から平成24年３月まで
※第１学期開始日から第３学期終了日まで
申込方法　塩谷南那須教育事務所のホームページから
ダウンロードした履歴書または市販の履歴書に必要事
項を記入の上、下記の申込先へ送付してください。
　なお、履歴書左上余白に、「非常勤講師希望」と朱書
きで明記し、県採用・市町採用の希望を記載してくだ
さい。
（例）第１希望　○○市（町）採用
　　 第２希望　県採用　
申込締切　12月28日（火）必着
その他　書類選考・面接のうえ、採用の有無について
は、３月上旬頃までにご連絡します。
問い合せ・申込先
　〒329-2163　矢板市鹿島町20－22
　塩谷南那須教育事務所　臨時採用教員担当係
　☎ 0287－43－0176　　FAX 0287－43－0535
　メールアドレス　shioya-kyoiku@pref.tochigi.lg.jp

南那須地区広域行政事務組合職員（第２次募集）
採用試験案内

塩谷・南那須地区公立小中学校
県採用・市町採用　非常勤講師の募集

　平成23年4月1日採用の南那須地区広域行政事務組合
職員を次のとおり募集します。
採用職種・採用予定人員・受験資格

第１次試験　12月５日（日）　会場：広域行政センター
第２次試験　12月下旬　　　会場：広域行政センター
申込用紙請求方法
・広域行政事務組合総務課、消防本部、各分署におい
　て配布
・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と
　朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
　（角形２号 Ａ４サイズ）を同封のうえ下記の「申
　込用紙請求・提出先」まで請求
・下記のホームページからのダウンロード
　（広域行政事務組合）http://minaminasukouiki.jp
　（消防本部）http://minaminasu.mydns.to/syoubou/
申込方法
・「申込書」「受験票」に必要事項を記入し、写真（３ヶ
　月以内に撮影したもの）を貼付のうえ、提出する。
・封筒の表に「採用試験申込」と朱書きし、120円切
　手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形２号 Ａ４
　サイズ）を同封のうえ、確実な方法（持参または郵
　送）で下記の「申込用紙請求・提出先」へ申し込む。
申込締切　11月19日（金）
※持参の場合は、土日を除く、午前８時30分～午後５時
※郵送の場合は、11月19日（金）必着
申込用紙請求・提出先
　〒321－0602　那須烏山市大桶872番地
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
その他　試験科目、受験資格などの詳細はお問い合わ
せください。
問い合わせ
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
　☎ 0287－83－0021
　南那須地区広域行政事務組合消防本部　総務課庶務係
　☎ 0287－82－2009

平成23年度保育園入園申し込み

募集定員　馬頭中央保育園……120名（生後６ヶ月～）
　　　　　大内保育園………… 60名（満１歳～）
　　　　　馬頭南保育園……… 45名（満１歳～）
　　　　　わかあゆ保育園……120名（生後６ヶ月～）
募集期間　11月30日（火）まで
入園基準　保護者及び同居の家族（祖父母・おじ・おば等）
が下記の理由によりお子さんを家庭でみることができな
い（保育に欠ける）と認められる場合のみ入園できます。
①昼間仕事をしている
②妊娠中または出産後間もない
③病気・けが・精神や身体に障害がある
④同居の親族を常時介護している
⑤災害等にあい、その復旧にあたっている
保育料　児童の父母等の前年分の所得税額、前年度分の
町民税課税状況等により決定します。
入園申込受付場所　本庁健康福祉課社会福祉係と小川庁
舎総合窓口課福祉係及び各保育園
必要書類　保育所入所申込書と就労状況調査書（同居し
ている65歳未満の方全員）
その他　申し込みが定員を超えた場合は、保育の必要性
の高い順に選考し、希望する保育園に入園できない場合
があります。
問い合わせ　健康福祉課社会福祉係　☎0287－92－1119

職　　種

消　防　職

一般事務職

採用予定人員

４名

１名

受 験 資 格

昭和59年4月2日から平
成５年４月１日までに
生まれた者で、高等学
校卒業程度以上の学力
を有する者

昭和55年4月2日から平
成５年４月１日までに
生まれた者で、高等学
校卒業程度以上の学力
を有する者

市町村税徴収強化月間2010冬

◆ 全県下一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、11月～ 12月を
「市町村税徴収強化月間2010冬」として、栃木県との協
働により、全県下一斉に徴収の強化に取り組みます。

　下記のとおり、青色申告決算等説明会が開催されます。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配布します。
　なお、所得税青色申告決算書については、所得税及び消費税
の確定申告書に同封して１月下旬ごろ発送されます。
①12月１日（水）矢板市文化会館小ホール
　午前10時～正午　（農業所得関係）
　午後２時～４時　（営業・不動産所得関係）
②12月２日（木）高根沢町町民ホール
　午前10時～正午　（農業所得関係）
　午後２時～４時　（営業・不動産所得関係）
③12月７日（火）那珂川町小川総合福祉センターあじさいホール
　午前10時～正午　（農業所得関係）
　午後２時～４時　（営業・不動産所得関係）
問い合わせ　氏家税務署（個人課税部門）☎028－682－3311
　　　　　　※自動音声案内により、「２」をお選びください。

　相続、贈与等により取得した生命保険
契約や損害保険契約等に係る年金の所得
税の取り扱いが改正されました。所得税
の還付を受けることができる場合があり
ますので、詳しくは、国税庁ホームペー
ジ【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、
最寄りの税務署にお問い合わせください。
問い合わせ　氏家税務署
　　　　　　☎028－682－3311
※自動音声案内により、「２」をお選びく
ださい。

◆ 自主的な納付
　那珂川町は、自主的な納税を期待しています。期限を
過ぎても納付がない場合は財産の滞納処分（差押・公売
など）をしなければなりません。差押財産の調査のため、
滞納者の住居や事業所の捜索、自動車の差押をすること
もあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な
納税をお願いします。

【 那珂川町では税収確保に向け、次のような取組みを行っています 】

納税相談　　市町村税を納期限内に納めることが困難な方の相談を受け付けています。
納税催告　　納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、自宅訪問、
　　　　　　勤務先訪問を行います。
財産調査　　滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調査を行います。
給与調査　　滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行います。
差押処分　　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差押を行います。差押後も納付さ
　　　　　　れない場合、差押財産の公売・取立を行います。
　　　　　　　　　問い合わせ先　税務課　管理収税係　☎ 0287－92－1120

平成22年分　青色申告決算等説明会相続または贈与等に係る
生命（損害）保険契約等に
基づく年金の税務上
取り扱いの変更について
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　学校においてきめ細かな指導等を行うために、学級
担任を補助したり少人数指導を推進したりする非常勤
講師を募集します。
採用条件　・健康でやる気のある方
　　　　　・教員免許状所有の方
　　　　　・塩谷南那須地区小中学校へ通勤可能な方
採用期間　平成23年４月から平成24年３月まで
※第１学期開始日から第３学期終了日まで
申込方法　塩谷南那須教育事務所のホームページから
ダウンロードした履歴書または市販の履歴書に必要事
項を記入の上、下記の申込先へ送付してください。
　なお、履歴書左上余白に、「非常勤講師希望」と朱書
きで明記し、県採用・市町採用の希望を記載してくだ
さい。
（例）第１希望　○○市（町）採用
　　 第２希望　県採用　
申込締切　12月28日（火）必着
その他　書類選考・面接のうえ、採用の有無について
は、３月上旬頃までにご連絡します。
問い合せ・申込先
　〒329-2163　矢板市鹿島町20－22
　塩谷南那須教育事務所　臨時採用教員担当係
　☎ 0287－43－0176　　FAX 0287－43－0535
　メールアドレス　shioya-kyoiku@pref.tochigi.lg.jp

南那須地区広域行政事務組合職員（第２次募集）
採用試験案内

塩谷・南那須地区公立小中学校
県採用・市町採用　非常勤講師の募集

　平成23年4月1日採用の南那須地区広域行政事務組合
職員を次のとおり募集します。
採用職種・採用予定人員・受験資格

第１次試験　12月５日（日）　会場：広域行政センター
第２次試験　12月下旬　　　会場：広域行政センター
申込用紙請求方法
・広域行政事務組合総務課、消防本部、各分署におい
　て配布
・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と
　朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
　（角形２号 Ａ４サイズ）を同封のうえ下記の「申
　込用紙請求・提出先」まで請求
・下記のホームページからのダウンロード
　（広域行政事務組合）http://minaminasukouiki.jp
　（消防本部）http://minaminasu.mydns.to/syoubou/
申込方法
・「申込書」「受験票」に必要事項を記入し、写真（３ヶ
　月以内に撮影したもの）を貼付のうえ、提出する。
・封筒の表に「採用試験申込」と朱書きし、120円切
　手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形２号 Ａ４
　サイズ）を同封のうえ、確実な方法（持参または郵
　送）で下記の「申込用紙請求・提出先」へ申し込む。
申込締切　11月19日（金）
※持参の場合は、土日を除く、午前８時30分～午後５時
※郵送の場合は、11月19日（金）必着
申込用紙請求・提出先
　〒321－0602　那須烏山市大桶872番地
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
その他　試験科目、受験資格などの詳細はお問い合わ
せください。
問い合わせ
　南那須地区広域行政事務組合　総務課総務係
　☎ 0287－83－0021
　南那須地区広域行政事務組合消防本部　総務課庶務係
　☎ 0287－82－2009

平成23年度保育園入園申し込み

募集定員　馬頭中央保育園……120名（生後６ヶ月～）
　　　　　大内保育園………… 60名（満１歳～）
　　　　　馬頭南保育園……… 45名（満１歳～）
　　　　　わかあゆ保育園……120名（生後６ヶ月～）
募集期間　11月30日（火）まで
入園基準　保護者及び同居の家族（祖父母・おじ・おば等）
が下記の理由によりお子さんを家庭でみることができな
い（保育に欠ける）と認められる場合のみ入園できます。
①昼間仕事をしている
②妊娠中または出産後間もない
③病気・けが・精神や身体に障害がある
④同居の親族を常時介護している
⑤災害等にあい、その復旧にあたっている
保育料　児童の父母等の前年分の所得税額、前年度分の
町民税課税状況等により決定します。
入園申込受付場所　本庁健康福祉課社会福祉係と小川庁
舎総合窓口課福祉係及び各保育園
必要書類　保育所入所申込書と就労状況調査書（同居し
ている65歳未満の方全員）
その他　申し込みが定員を超えた場合は、保育の必要性
の高い順に選考し、希望する保育園に入園できない場合
があります。
問い合わせ　健康福祉課社会福祉係　☎0287－92－1119

職　　種

消　防　職

一般事務職

採用予定人員

４名

１名

受 験 資 格

昭和59年4月2日から平
成５年４月１日までに
生まれた者で、高等学
校卒業程度以上の学力
を有する者

昭和55年4月2日から平
成５年４月１日までに
生まれた者で、高等学
校卒業程度以上の学力
を有する者

市町村税徴収強化月間2010冬

◆ 全県下一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、11月～ 12月を
「市町村税徴収強化月間2010冬」として、栃木県との協
働により、全県下一斉に徴収の強化に取り組みます。

　下記のとおり、青色申告決算等説明会が開催されます。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配布します。
　なお、所得税青色申告決算書については、所得税及び消費税
の確定申告書に同封して１月下旬ごろ発送されます。
①12月１日（水）矢板市文化会館小ホール
　午前10時～正午　（農業所得関係）
　午後２時～４時　（営業・不動産所得関係）
②12月２日（木）高根沢町町民ホール
　午前10時～正午　（農業所得関係）
　午後２時～４時　（営業・不動産所得関係）
③12月７日（火）那珂川町小川総合福祉センターあじさいホール
　午前10時～正午　（農業所得関係）
　午後２時～４時　（営業・不動産所得関係）
問い合わせ　氏家税務署（個人課税部門）☎028－682－3311
　　　　　　※自動音声案内により、「２」をお選びください。

　相続、贈与等により取得した生命保険
契約や損害保険契約等に係る年金の所得
税の取り扱いが改正されました。所得税
の還付を受けることができる場合があり
ますので、詳しくは、国税庁ホームペー
ジ【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、
最寄りの税務署にお問い合わせください。
問い合わせ　氏家税務署
　　　　　　☎028－682－3311
※自動音声案内により、「２」をお選びく
ださい。

◆ 自主的な納付
　那珂川町は、自主的な納税を期待しています。期限を
過ぎても納付がない場合は財産の滞納処分（差押・公売
など）をしなければなりません。差押財産の調査のため、
滞納者の住居や事業所の捜索、自動車の差押をすること
もあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な
納税をお願いします。

【 那珂川町では税収確保に向け、次のような取組みを行っています 】

納税相談　　市町村税を納期限内に納めることが困難な方の相談を受け付けています。
納税催告　　納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、自宅訪問、
　　　　　　勤務先訪問を行います。
財産調査　　滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調査を行います。
給与調査　　滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行います。
差押処分　　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差押を行います。差押後も納付さ
　　　　　　れない場合、差押財産の公売・取立を行います。
　　　　　　　　　問い合わせ先　税務課　管理収税係　☎ 0287－92－1120

平成22年分　青色申告決算等説明会相続または贈与等に係る
生命（損害）保険契約等に
基づく年金の税務上
取り扱いの変更について
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　警察では、犯罪被害者やそのご家
族の方等からの相談に応じるため、
相談窓口を設けています。
那珂川警察署　　☎0287－92－0110
栃木県警察本部
・あなたの相談室☎028－627－9110
　　　　　　　　　（または＃9110）
・性犯罪被害者相談☎0120－710－873

　この制度は、通り魔犯罪等の不慮
の犯罪被害により、亡くなられた方
のご遺族、身体に障害が残った方、
重大な負傷または疾病を受けられた
方に対して、国が犯罪被害者等給付
金を支給するものです。申請手続き
などの詳細は、お問い合わせください。
問い合わせ　那珂川警察署
　　　　　　☎0287－92－0110

　オウム真理教による指定された犯
罪行為により亡くなられた方のご遺
族、障害が残った方、傷病を負った
方に給付金が支給されます。申請期
限が12月17日までとなっていますの
で、申請される方については、お早
めに申請の手続きをしてください。
問い合わせ　那珂川警察署
　　　　　　☎0287－92－0110

　ＮＰＯ法人・地域生活相互支援・
大山田ノンフェール・くらねぇは、
今年５月から旧大山田小学校の校舎
を利用して、ガラス工芸や手織り工
房、ヨーガ教室などのいろいろな人
たちの集まる居場所づくりをしてい
ます。
　この度、活動の紹介と一緒に活動
できる人との出会いを期待して「く
らねぇマーケット」を開催しますの
で、ぜひ、遊びに来てください。
期日　12月５日（日）午前10時～

犯罪被害相談窓口のご案内

オウム真理教犯罪被害者等給付金
について

会場　旧大山田小学校
内容　ダンスやライブ演奏、カルメ焼
き実演、パソコン講習会、バザーなど
問い合わせ
人と自然を考える交流館ロサ・ムンディ
　　　　　　　 ☎0287－93－0660
大山田ノンフェール・くらねぇ事務局
　　　　　　　 ☎090－3344－7813

　11月は栃木県の「多重債務者相談
強化キャンペーン」期間です。栃木
県では、各市町、弁護士会、司法書
士会、商工会議所等の関係機関と連
携して、借金問題解決のための無料
相談会を開催しますので、お悩みが
ありましたら、まずは、ご相談くだ
さい。（中小・零細事業者の方も相
談できます）
無料相談会（要電話予約）
11月17日（水）午後１時～
宇都宮市消費生活センター
（☎028－616－1547）
11月29日（月）午後１時～
大田原市役所湯津上支所
（生活環境課☎0287－23－8706）
常設相談窓口
消費者向け相談窓口
（町商工観光課）　☎0287－92－1116
事業者向け相談窓口
（町商工会）　　　☎0287－92－2249
（町商工会小川支所）☎0287－96－3172
問い合わせ
（消費者向け）栃木県消費生活センター
　　　　　　　　☎028－623－2135
（事業者向け）栃木県経営支援課
　　　　　　　　☎028－623－3208

日時　11月28日（日）～ 29日（月）
　　　午前９時～午後４時
　　　※29日（月）は午後１時まで
会場　馬頭中学校多目的集会室
展示内容　絵画、書道、手芸、焼き
物、写真、文集、行事紹介展示ほか
その他　展示販売も実施します
問い合わせ　馬頭小学校（小林）
　　　　　　☎0287－92－2025

南那須地区特別支援学級
児童生徒作品展覧会

借金問題で悩んでいませんか？
無料相談会を開催

　８月１日から父子家庭も対象とな
りました。11月30日までに申請すれ
ば、遡って８月分から支給されま
す。（11月30日を過ぎますと、申請の
翌月分からの支給となります）　
手当の額　前年の所得に応じて、月
額9,850円～ 41,720円（児童が２人以
上の場合は加算額あり）
その他　所得制限などがありますの
で、詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　健康福祉課
　　　　　　☎0287－92－1119

　平成23年度に、稲作等の生産調整
計画（転作）により新規で農地を借
りて作付けを計画されている方は
「農用地利用集積計画書」の提出が
必要です。
　申請用紙は、農業委員会に取りに
来ていただくか、連絡いただければ
郵送します。
申請期限　12月７日（火）
問い合わせ・申請先　
那珂川町農業委員会（馬頭庁舎）
　　　　　　　　☎0287－92－1185

　野菜や花の栽培を始めたいと思っ
ている農家の方を対象に、管内優良
農家のほ場見学会を開催します。

開催日時　12月７日（火）
　　　　　午前９時～午後３時
集合場所　ＪＡなす南本店
　　　　　午前８時50分集合
見学農家　いちご・春菊・にら・洋
野菜・スナップエンドウの生産農家
参加費　無料（昼食あり）
申込締切　11月29日（月）
問い合わせ・申し込み先
ＪＡなす南営農部園芸課
　　　　　　　　☎0287－96－6170
塩谷南那須農業振興事務所園芸課
　　　　　　　　☎0287－43－2318
那珂川町農林振興課
　　　　　　　　☎0287－92－1113

募集定員　
高等学校奨学生……………５名程度
短大（専門学校）奨学生……２名程度
大学奨学生…………………２名程度
※ただし、応募状況により変更あり
貸与金額　高等学生…月額13,000円
短大（専門学校）生……月額30,000円
大学生…………………月額30,000円
奨学金の返還　20年以内に貸与され
た奨学金を返還する（奨学金は無利息）
申込期限　12月15日（水）
申し込み・問い合わせ先
学校教育課　☎0287－96－2114

募集定員　高等学校奨学生……７名
　　　　　大学奨学生…………３名
支給金額　高等学生…月額10,000円
　　　　　大学生……月額25,000円
※奨学金の返還は不要です
申込期限　12月20日（月）
申し込み・問い合わせ先
（財）菊池育英会　☎0287－96－2114

　町文化協会短歌部では、町の名で
もある「那珂川」について専門家の
話を聞き、那珂川を題材にした短歌
を詠む歌会を行います。特に、近年
よく見られる鮭の遡上については水

平成23年度那珂川町奨学生募集

平成23年度菊池育英会奨学生募集

那珂川の鮭を観察し、
短歌を作ってみませんか？

農地の貸借の申請について
※新規で貸借する方へ

園芸作物ほ場見学会のご案内

児童扶養手当の
申請はお済ですか？

産試験場の方のお話を聞きます。
　那珂川の魚や短歌に関心のある方
は、どうぞお出かけください。
開催日・場所等
①11月20日（土）午前10時
　小川総合福祉センター
　講話・観察会（県水産試験場職員）
②12月19日（日）午後１時30分
　小川総合福祉センター
　歌会（ＮＨＫ学園講師佐藤孝子氏）
③１月29日（土）午後１時30分
　小川総合福祉センター
　講和（短歌「木立」主宰佐藤和夫氏）
参加申し込み・問い合わせ先
短歌部（上杉）　☎0287－96－2633

　企業の雇用調整等により離職され
た非正規労働者、中・高年齢者等の
方を対象に臨時職員を募集します。
職　　種　電算入力補助員
募集予定　１名
雇用期間　平成23年１月17日～３月
31日（更新することもあります）
募集期間　11月10日～ 30日
申込方法　商工観光課にある町臨時
職員雇用願に必要事項を記入し、提
出願います。
賃　　金　日給5,600円
勤務時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　午前９時～午後５時
雇用条件　パソコン操作のできる方
問い合わせ　商工観光課
　　　　　　☎0287－92－1116

　町に眠っている資源、または新た
に見出される資源、皆さんの暖めて
いるアイデアを実現するための事例
研究や支援体制をご紹介するための
講演会を開催しますので、ぜひご参
加ください。
日時　12月２日（木）午後２時
会場　山村開発センター大会議室
講師　栃木県産業振興センター
　　　理事長　黒崎日出雄氏
問い合わせ　商工観光課
　　　　　　☎0287－92－1116

緊急雇用対策事業
臨時職員を募集します

地域資源活用による「特産品創出」
と「町おこし」に関する講演会

犯罪被害給付制度のご案内

「くらねぇマーケット」のご案内

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール
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23：00
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朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

県政ピックアップ
クローズアップとちぎ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
 

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

農林水産省気象情報（金除）
運び屋寄席

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
スカイガール・ＵＨＯフュ―・・・

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
県政ピックアップ
クローズアップとちぎ

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

　まほろばの湯「湯親館」は、源
泉ポンプ故障のため、しばらくの
間休館とさせて頂きます。
　お客様には、大変ご迷惑をお掛
けいたしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。　
問い合わせ
まほろばの湯☎0287－96－6100
商工観光課　☎0287－92－1116

まほろばの湯の休業について



17 広報なかがわ　平成22年11月10日 16広報なかがわ　平成22年11月10日

　警察では、犯罪被害者やそのご家
族の方等からの相談に応じるため、
相談窓口を設けています。
那珂川警察署　　☎0287－92－0110
栃木県警察本部
・あなたの相談室☎028－627－9110
　　　　　　　　　（または＃9110）
・性犯罪被害者相談☎0120－710－873

　この制度は、通り魔犯罪等の不慮
の犯罪被害により、亡くなられた方
のご遺族、身体に障害が残った方、
重大な負傷または疾病を受けられた
方に対して、国が犯罪被害者等給付
金を支給するものです。申請手続き
などの詳細は、お問い合わせください。
問い合わせ　那珂川警察署
　　　　　　☎0287－92－0110

　オウム真理教による指定された犯
罪行為により亡くなられた方のご遺
族、障害が残った方、傷病を負った
方に給付金が支給されます。申請期
限が12月17日までとなっていますの
で、申請される方については、お早
めに申請の手続きをしてください。
問い合わせ　那珂川警察署
　　　　　　☎0287－92－0110

　ＮＰＯ法人・地域生活相互支援・
大山田ノンフェール・くらねぇは、
今年５月から旧大山田小学校の校舎
を利用して、ガラス工芸や手織り工
房、ヨーガ教室などのいろいろな人
たちの集まる居場所づくりをしてい
ます。
　この度、活動の紹介と一緒に活動
できる人との出会いを期待して「く
らねぇマーケット」を開催しますの
で、ぜひ、遊びに来てください。
期日　12月５日（日）午前10時～

犯罪被害相談窓口のご案内

オウム真理教犯罪被害者等給付金
について

会場　旧大山田小学校
内容　ダンスやライブ演奏、カルメ焼
き実演、パソコン講習会、バザーなど
問い合わせ
人と自然を考える交流館ロサ・ムンディ
　　　　　　　 ☎0287－93－0660
大山田ノンフェール・くらねぇ事務局
　　　　　　　 ☎090－3344－7813

　11月は栃木県の「多重債務者相談
強化キャンペーン」期間です。栃木
県では、各市町、弁護士会、司法書
士会、商工会議所等の関係機関と連
携して、借金問題解決のための無料
相談会を開催しますので、お悩みが
ありましたら、まずは、ご相談くだ
さい。（中小・零細事業者の方も相
談できます）
無料相談会（要電話予約）
11月17日（水）午後１時～
宇都宮市消費生活センター
（☎028－616－1547）
11月29日（月）午後１時～
大田原市役所湯津上支所
（生活環境課☎0287－23－8706）
常設相談窓口
消費者向け相談窓口
（町商工観光課）　☎0287－92－1116
事業者向け相談窓口
（町商工会）　　　☎0287－92－2249
（町商工会小川支所）☎0287－96－3172
問い合わせ
（消費者向け）栃木県消費生活センター
　　　　　　　　☎028－623－2135
（事業者向け）栃木県経営支援課
　　　　　　　　☎028－623－3208

日時　11月28日（日）～ 29日（月）
　　　午前９時～午後４時
　　　※29日（月）は午後１時まで
会場　馬頭中学校多目的集会室
展示内容　絵画、書道、手芸、焼き
物、写真、文集、行事紹介展示ほか
その他　展示販売も実施します
問い合わせ　馬頭小学校（小林）
　　　　　　☎0287－92－2025

南那須地区特別支援学級
児童生徒作品展覧会

借金問題で悩んでいませんか？
無料相談会を開催

　８月１日から父子家庭も対象とな
りました。11月30日までに申請すれ
ば、遡って８月分から支給されま
す。（11月30日を過ぎますと、申請の
翌月分からの支給となります）　
手当の額　前年の所得に応じて、月
額9,850円～ 41,720円（児童が２人以
上の場合は加算額あり）
その他　所得制限などがありますの
で、詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　健康福祉課
　　　　　　☎0287－92－1119

　平成23年度に、稲作等の生産調整
計画（転作）により新規で農地を借
りて作付けを計画されている方は
「農用地利用集積計画書」の提出が
必要です。
　申請用紙は、農業委員会に取りに
来ていただくか、連絡いただければ
郵送します。
申請期限　12月７日（火）
問い合わせ・申請先　
那珂川町農業委員会（馬頭庁舎）
　　　　　　　　☎0287－92－1185

　野菜や花の栽培を始めたいと思っ
ている農家の方を対象に、管内優良
農家のほ場見学会を開催します。

開催日時　12月７日（火）
　　　　　午前９時～午後３時
集合場所　ＪＡなす南本店
　　　　　午前８時50分集合
見学農家　いちご・春菊・にら・洋
野菜・スナップエンドウの生産農家
参加費　無料（昼食あり）
申込締切　11月29日（月）
問い合わせ・申し込み先
ＪＡなす南営農部園芸課
　　　　　　　　☎0287－96－6170
塩谷南那須農業振興事務所園芸課
　　　　　　　　☎0287－43－2318
那珂川町農林振興課
　　　　　　　　☎0287－92－1113

募集定員　
高等学校奨学生……………５名程度
短大（専門学校）奨学生……２名程度
大学奨学生…………………２名程度
※ただし、応募状況により変更あり
貸与金額　高等学生…月額13,000円
短大（専門学校）生……月額30,000円
大学生…………………月額30,000円
奨学金の返還　20年以内に貸与され
た奨学金を返還する（奨学金は無利息）
申込期限　12月15日（水）
申し込み・問い合わせ先
学校教育課　☎0287－96－2114

募集定員　高等学校奨学生……７名
　　　　　大学奨学生…………３名
支給金額　高等学生…月額10,000円
　　　　　大学生……月額25,000円
※奨学金の返還は不要です
申込期限　12月20日（月）
申し込み・問い合わせ先
（財）菊池育英会　☎0287－96－2114

　町文化協会短歌部では、町の名で
もある「那珂川」について専門家の
話を聞き、那珂川を題材にした短歌
を詠む歌会を行います。特に、近年
よく見られる鮭の遡上については水

平成23年度那珂川町奨学生募集

平成23年度菊池育英会奨学生募集

那珂川の鮭を観察し、
短歌を作ってみませんか？

農地の貸借の申請について
※新規で貸借する方へ

園芸作物ほ場見学会のご案内

児童扶養手当の
申請はお済ですか？

産試験場の方のお話を聞きます。
　那珂川の魚や短歌に関心のある方
は、どうぞお出かけください。
開催日・場所等
①11月20日（土）午前10時
　小川総合福祉センター
　講話・観察会（県水産試験場職員）
②12月19日（日）午後１時30分
　小川総合福祉センター
　歌会（ＮＨＫ学園講師佐藤孝子氏）
③１月29日（土）午後１時30分
　小川総合福祉センター
　講和（短歌「木立」主宰佐藤和夫氏）
参加申し込み・問い合わせ先
短歌部（上杉）　☎0287－96－2633

　企業の雇用調整等により離職され
た非正規労働者、中・高年齢者等の
方を対象に臨時職員を募集します。
職　　種　電算入力補助員
募集予定　１名
雇用期間　平成23年１月17日～３月
31日（更新することもあります）
募集期間　11月10日～ 30日
申込方法　商工観光課にある町臨時
職員雇用願に必要事項を記入し、提
出願います。
賃　　金　日給5,600円
勤務時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　午前９時～午後５時
雇用条件　パソコン操作のできる方
問い合わせ　商工観光課
　　　　　　☎0287－92－1116

　町に眠っている資源、または新た
に見出される資源、皆さんの暖めて
いるアイデアを実現するための事例
研究や支援体制をご紹介するための
講演会を開催しますので、ぜひご参
加ください。
日時　12月２日（木）午後２時
会場　山村開発センター大会議室
講師　栃木県産業振興センター
　　　理事長　黒崎日出雄氏
問い合わせ　商工観光課
　　　　　　☎0287－92－1116

緊急雇用対策事業
臨時職員を募集します

地域資源活用による「特産品創出」
と「町おこし」に関する講演会

犯罪被害給付制度のご案内

「くらねぇマーケット」のご案内

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0:30
1:00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

県政ピックアップ
クローズアップとちぎ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
 

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

農林水産省気象情報（金除）
運び屋寄席

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
スカイガール・ＵＨＯフュ―・・・

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
県政ピックアップ
クローズアップとちぎ

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

　まほろばの湯「湯親館」は、源
泉ポンプ故障のため、しばらくの
間休館とさせて頂きます。
　お客様には、大変ご迷惑をお掛
けいたしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。　
問い合わせ
まほろばの湯☎0287－96－6100
商工観光課　☎0287－92－1116

まほろばの湯の休業について
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開
催
中
の
企
画
展
か
ら
、
今
月

は
中
世
以
降
の
那
須
の
産
金
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
世
以
降
、
馬
頭
地
区
は
「
武

茂
郷
（
む
も
ご
う
）」
と
呼
ば
れ
、

那
須
氏
、
佐
竹
氏
、
白
河
結
城
氏
、

宇
都
宮
氏
な
ど
が
衝
突
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
五
六
〇
年

頃
、
佐
竹
氏
の
領
地
と
な
り
ま
し

た
。
佐
竹
氏
は
、
積
極
的
に
鉱
山

開
発
を
行
い
、
全
国
で
も
上
杉
氏

や
伊
達
氏
に
次
ぐ
金
を
産
出
し
て

い
ま
し
た
。
町
内
各
地
に
は
、
現

在
で
も
「
佐
竹
坑
」
と
呼
ば
れ
る
、

こ
の
頃
に
開
発
さ
れ
た
と
の
伝
承

を
持
つ
坑
道
跡
や
金
に
ち
な
ん
だ

地
名
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
金
に
関
す
る
民
話
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
関
が
原
の
戦
い
に
お

い
て
、
佐
竹
氏
は
沈
黙
を
貫
き
、

徳
川
側
へ
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
、

秋
田
へ
移
封
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と

き
、
佐
竹
領
内
の
金
山
関
係
者
は

自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
た
石
臼
が

徳
川
氏
側
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
嫌

い
、
臼
を
打
ち
割
り
、
鉱
山
の
坑

道
も
埋
め
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
馬
頭
地
区
は

水
戸
藩
領
と
な
り
、
引
き
続
き
鉱

山
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
初
期
の
馬
頭
地
区
の
金
山
開

発
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
大
金
重

貞
が
記
し
た
『
重
昭
童
依
調
年

記
』『
那
須
記
』『
小
口
村
久
左
衛

門
旧
記
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
大

山
田
上
郷
の
中
澤
で
金
山
が
見
つ

か
り
、
開
発
す
る
た
め
に
役
人
な

ど
を
配
置
し
、
番
所
や
垣
を
設
け
、

人
の
出
入
り
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
徳
川
光
圀
公
も
大
山
田

の
金
山
を
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
金
の
産
出
量

は
減
少
し
、
金
山
の
開
発
は
衰
退

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
再
び
注
目
を
集
め
る

の
が
近
現
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

昭
和
29
（
一
九
五
四
）
年
の
栃
木

県
の
鉱
山
調
査
で
は
、
馬
頭
地
区

で
大
鳥
鉱
山
、
高
倉
鉱
山
、
仲
妻

鉱
山
、
那
須
鉱
山
の
四
つ
の
鉱
山

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
の
鉱
山
も
休
山
中
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
に
伝
わ
る
産
金
の
道
具
と

し
て
は
、
金
を
量
る
た
め
の
「
金

量
秤
」
や
川
底
の
砂
を
取
る
た
め

の
柄
の
長
い
「
鋤
簾
（
じ
ょ
れ

ん
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
鉱
石
を

細
か
く
す
る
た
め
の
「
石
臼
」
は

大
山
田
上
郷
・
下
郷
地
区
、
大
内

地
区
な
ど
多
く
の
民
家
の
庭
先
に

残
さ
れ
、
金
鉱
石
を
挽
い
た
ス
ジ

が
き
れ
い
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
健
武
小
学
校
の
校
歌
に

は
、「
こ
が
ね
花
咲
く
」
や
「
那
須

の
ゆ
り
が
ね
」
な
ど
の
金
に
関
係

し
た
言
葉
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
は
、
近
年
ま
で
那
珂
川
町

の
産
金
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

 

学
芸
員　

金
子
智
美
）

●
冬
休
み
小
中
学
生
向
け
展
示
会

「
卯
（
う
さ
ぎ
）
を
考
古
学
す
る
」

会
期　

12
月
４
日
〜
１
月
30
日

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
古
代
文
字
講
座

　
「
ウ
サ
ギ
」
の
文
字
に
関
す
る

講
話
や
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り

日
時　

12
月
５
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員
30
名　

参
加
費
３
０
０
円

●
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

日
時　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員
親
子
10
組　

参
加
費
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
３
６
６

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

益
子　
　

庵　

憂　

一　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

菜
央
美

西
山
亜
優
夢　

貴　

大　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

絵　

美

板
山　

怜
央　

直　

樹　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

幸　

恵

徳
田　

美
穂　
　

進　
　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

明　

紅

佐
々
木
友
那　

愼　

一　

小　

川

　
　
　
　
　
　

宏　

美

小
村
あ
か
り　

良　

和　

小　

川

　
　
　
　
　
　
　

瞳

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

蓮
見　

髙
男　

（
77
）　

馬　

頭

加
藤　

虎
男　

（
84
）　

馬　

頭

黒
川
小
四
郎　

（
81
）　

馬　

頭

荒
井　
　

功　

（
53
）　

矢　

又

酒
主　

ヨ
シ　

（
87
）　

和　

見

平
野　

ト
キ　

（
88
）　

和　

見

星　
　

ト
メ　

（
82
）　

和　

見

笹
沼　

キ
ク　

（
86
）　

和　

見

益
子　

洋
子　

（
72
）　

久
那
瀬

益
子　
　

篤　

（
78
）　

盛　

泉

岡　
　

信
雄　

（
91
）　

盛　

泉

大
久
保
清
美　

（
42
）　

大　

内

露
久
保
ミ
サ
子　

（
80
）　

大　

内

横
山
み
ね
子　

（
62
）　
大
山
田
下
郷

益
子
美
知
子　

（
62
）　

小　

砂

大
金　

タ
ケ　

（
87
）　

小　

砂

矢
野
目
正
二　

（
96
）　

小　

川

塚
原　

八
重　

（
92
）　

小　

川

滝
口
ち
か
子　

（
57
）　

谷　

田

川
上　

拓
也　

（
18
）　

恩　

田

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

９
月
21
日
〜
10
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

い
お
り

れ　

お

み　

ほ

ゆ
う
な

あ　

ゆ　

む

共通：11 月 23 日（火）、 30 日（火）

11月22日（月）、29日（月）
12月６日（月）、13日（月）

11月19日（金）、26日（金）
12月３日（金）、10日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（11/16～12/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・11月18日（木）午前10：30～
・12月２日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

おやこの食育教室
・11月20日（土）午前９：30～
・内容　食育のおはなし
　クッキング（デコレーションすしケーキ他）
・講師　食生活改善推進員のみなさん
・参加申し込み　11月17日（水）まで
・定員　30名（低学年は原則親子で参加してください）
・参加費　無料
・持ってくるもの　エプロン

なかよしひろば
・11月25日（木）午前10：00～
　おやつを作ろう。
・参加申し込み　11月20日（土）まで
・参加費　50円
・持ってくるもの　エプロン・三角巾

折り紙教室
・11月23日（火・祝）第１回　午前10：00～
　　　　　　　　　  第２回　午後１：30～
　クリスマスリースを作ろう。
・材料費　無料婦人ボランティアのおはなし会

・12月11日（土）午後２：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・１１月２１日（日）午後２：００～午後３：００
・場所　馬頭図書館 児童室
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、お兄さん・お姉さんと一緒に
　遊びましょう。

ＪＶＣのおはなし会

「児童館」
11月16日～12月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後４時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

11/16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

8 9 10 11
12 13 14 15

30 12/1 2 3
7

・１２月8日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「2009年ベストエッセイ集」 
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

生け花教室
・11月27日（土）午後１：30～
　秋の花をステキに生けましょう。
・参加申し込み（会員以外）　11月20日（土）まで
・花代　700円

なかよしひろば
・12月２日（木）午前10：00～
　リズムあそびをしよう。
・参加申し込み　11月28日（日）まで
・おやつ代　50円

手品をしよう
・12月12日（日）午前10：00～
　手軽にできてアッ！とおどろく手品をしよう。
・参加費　無料

4
5 6

（

）

今
月
の
表
紙

親
子
１
３
９
組
が
参
加

し
、
３
Ｂ（
ベ
ル
タ
ー
、
ベ

ル
、
ボ
ー
ル
）
を
使
っ
た

新
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
、
続

い
て
、
園
児
や
県
内
の
団

体
の
皆
さ
ん
が
、
練
習
し

た
３
Ｂ
体
操
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

来
年
11
月
に
は
全
国
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
祭
・
３
Ｂ
体
操
大
会
が

当
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
会
を
盛
大
に
開

催
す
る
た
め
に
も
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
と
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
24
日
、
総
合
体
育

館
に
て
、
第
11
回
３
Ｂ
体

操
栃
木
県
支
部
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
町
内
の
幼

稚
園
及
び
保
育
園
の
園
児

金量秤（馬頭郷土資料館蔵）

小
川
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〞

　
　
　
　

２
０
１
１
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

11月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－14）9，621 人 男
（－14）9，562 人女
（－28）19，183 人計
（+  6）6，138世帯数

（　）内は前月との比較
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開
催
中
の
企
画
展
か
ら
、
今
月

は
中
世
以
降
の
那
須
の
産
金
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
世
以
降
、
馬
頭
地
区
は
「
武

茂
郷
（
む
も
ご
う
）」
と
呼
ば
れ
、

那
須
氏
、
佐
竹
氏
、
白
河
結
城
氏
、

宇
都
宮
氏
な
ど
が
衝
突
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
五
六
〇
年

頃
、
佐
竹
氏
の
領
地
と
な
り
ま
し

た
。
佐
竹
氏
は
、
積
極
的
に
鉱
山

開
発
を
行
い
、
全
国
で
も
上
杉
氏

や
伊
達
氏
に
次
ぐ
金
を
産
出
し
て

い
ま
し
た
。
町
内
各
地
に
は
、
現

在
で
も
「
佐
竹
坑
」
と
呼
ば
れ
る
、

こ
の
頃
に
開
発
さ
れ
た
と
の
伝
承

を
持
つ
坑
道
跡
や
金
に
ち
な
ん
だ

地
名
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
金
に
関
す
る
民
話
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
関
が
原
の
戦
い
に
お

い
て
、
佐
竹
氏
は
沈
黙
を
貫
き
、

徳
川
側
へ
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
、

秋
田
へ
移
封
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と

き
、
佐
竹
領
内
の
金
山
関
係
者
は

自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
た
石
臼
が

徳
川
氏
側
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
嫌

い
、
臼
を
打
ち
割
り
、
鉱
山
の
坑

道
も
埋
め
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
馬
頭
地
区
は

水
戸
藩
領
と
な
り
、
引
き
続
き
鉱

山
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
初
期
の
馬
頭
地
区
の
金
山
開

発
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
大
金
重

貞
が
記
し
た
『
重
昭
童
依
調
年

記
』『
那
須
記
』『
小
口
村
久
左
衛

門
旧
記
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
大

山
田
上
郷
の
中
澤
で
金
山
が
見
つ

か
り
、
開
発
す
る
た
め
に
役
人
な

ど
を
配
置
し
、
番
所
や
垣
を
設
け
、

人
の
出
入
り
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
徳
川
光
圀
公
も
大
山
田

の
金
山
を
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
金
の
産
出
量

は
減
少
し
、
金
山
の
開
発
は
衰
退

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
再
び
注
目
を
集
め
る

の
が
近
現
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

昭
和
29
（
一
九
五
四
）
年
の
栃
木

県
の
鉱
山
調
査
で
は
、
馬
頭
地
区

で
大
鳥
鉱
山
、
高
倉
鉱
山
、
仲
妻

鉱
山
、
那
須
鉱
山
の
四
つ
の
鉱
山

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
の
鉱
山
も
休
山
中
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
に
伝
わ
る
産
金
の
道
具
と

し
て
は
、
金
を
量
る
た
め
の
「
金

量
秤
」
や
川
底
の
砂
を
取
る
た
め

の
柄
の
長
い
「
鋤
簾
（
じ
ょ
れ

ん
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
鉱
石
を

細
か
く
す
る
た
め
の
「
石
臼
」
は

大
山
田
上
郷
・
下
郷
地
区
、
大
内

地
区
な
ど
多
く
の
民
家
の
庭
先
に

残
さ
れ
、
金
鉱
石
を
挽
い
た
ス
ジ

が
き
れ
い
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
健
武
小
学
校
の
校
歌
に

は
、「
こ
が
ね
花
咲
く
」
や
「
那
須

の
ゆ
り
が
ね
」
な
ど
の
金
に
関
係

し
た
言
葉
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
は
、
近
年
ま
で
那
珂
川
町

の
産
金
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

 

学
芸
員　

金
子
智
美
）

●
冬
休
み
小
中
学
生
向
け
展
示
会

「
卯
（
う
さ
ぎ
）
を
考
古
学
す
る
」

会
期　

12
月
４
日
〜
１
月
30
日

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
古
代
文
字
講
座

　
「
ウ
サ
ギ
」
の
文
字
に
関
す
る

講
話
や
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り

日
時　

12
月
５
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員
30
名　

参
加
費
３
０
０
円

●
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

日
時　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員
親
子
10
組　

参
加
費
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
３
６
６

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

益
子　
　

庵　

憂　

一　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

菜
央
美

西
山
亜
優
夢　

貴　

大　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

絵　

美

板
山　

怜
央　

直　

樹　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

幸　

恵

徳
田　

美
穂　
　

進　
　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

明　

紅

佐
々
木
友
那　

愼　

一　

小　

川

　
　
　
　
　
　

宏　

美

小
村
あ
か
り　

良　

和　

小　

川

　
　
　
　
　
　
　

瞳

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

蓮
見　

髙
男　

（
77
）　

馬　

頭

加
藤　

虎
男　

（
84
）　

馬　

頭

黒
川
小
四
郎　

（
81
）　

馬　

頭

荒
井　
　

功　

（
53
）　

矢　

又

酒
主　

ヨ
シ　

（
87
）　

和　

見

平
野　

ト
キ　

（
88
）　

和　

見

星　
　

ト
メ　

（
82
）　

和　

見

笹
沼　

キ
ク　

（
86
）　

和　

見

益
子　

洋
子　

（
72
）　

久
那
瀬

益
子　
　

篤　

（
78
）　

盛　

泉

岡　
　

信
雄　

（
91
）　

盛　

泉

大
久
保
清
美　

（
42
）　

大　

内

露
久
保
ミ
サ
子　

（
80
）　

大　

内

横
山
み
ね
子　

（
62
）　
大
山
田
下
郷

益
子
美
知
子　

（
62
）　

小　

砂

大
金　

タ
ケ　

（
87
）　

小　

砂

矢
野
目
正
二　

（
96
）　

小　

川

塚
原　

八
重　

（
92
）　

小　

川

滝
口
ち
か
子　

（
57
）　

谷　

田

川
上　

拓
也　

（
18
）　

恩　

田

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

９
月
21
日
〜
10
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

い
お
り

れ　

お

み　

ほ

ゆ
う
な

あ　

ゆ　

む

共通：11 月 23 日（火）、 30 日（火）

11月22日（月）、29日（月）
12月６日（月）、13日（月）

11月19日（金）、26日（金）
12月３日（金）、10日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（11/16～12/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・11月18日（木）午前10：30～
・12月２日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

おやこの食育教室
・11月20日（土）午前９：30～
・内容　食育のおはなし
　クッキング（デコレーションすしケーキ他）
・講師　食生活改善推進員のみなさん
・参加申し込み　11月17日（水）まで
・定員　30名（低学年は原則親子で参加してください）
・参加費　無料
・持ってくるもの　エプロン

なかよしひろば
・11月25日（木）午前10：00～
　おやつを作ろう。
・参加申し込み　11月20日（土）まで
・参加費　50円
・持ってくるもの　エプロン・三角巾

折り紙教室
・11月23日（火・祝）第１回　午前10：00～
　　　　　　　　　  第２回　午後１：30～
　クリスマスリースを作ろう。
・材料費　無料婦人ボランティアのおはなし会

・12月11日（土）午後２：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・１１月２１日（日）午後２：００～午後３：００
・場所　馬頭図書館 児童室
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、お兄さん・お姉さんと一緒に
　遊びましょう。

ＪＶＣのおはなし会

「児童館」
11月16日～12月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後４時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

11/16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

8 9 10 11
12 13 14 15

30 12/1 2 3
7

・１２月8日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「2009年ベストエッセイ集」 
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

生け花教室
・11月27日（土）午後１：30～
　秋の花をステキに生けましょう。
・参加申し込み（会員以外）　11月20日（土）まで
・花代　700円

なかよしひろば
・12月２日（木）午前10：00～
　リズムあそびをしよう。
・参加申し込み　11月28日（日）まで
・おやつ代　50円

手品をしよう
・12月12日（日）午前10：00～
　手軽にできてアッ！とおどろく手品をしよう。
・参加費　無料

4
5 6

（

）

今
月
の
表
紙

親
子
１
３
９
組
が
参
加

し
、
３
Ｂ（
ベ
ル
タ
ー
、
ベ

ル
、
ボ
ー
ル
）
を
使
っ
た

新
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
、
続

い
て
、
園
児
や
県
内
の
団

体
の
皆
さ
ん
が
、
練
習
し

た
３
Ｂ
体
操
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

来
年
11
月
に
は
全
国
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
祭
・
３
Ｂ
体
操
大
会
が

当
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
会
を
盛
大
に
開

催
す
る
た
め
に
も
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
と
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
24
日
、
総
合
体
育

館
に
て
、
第
11
回
３
Ｂ
体

操
栃
木
県
支
部
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
町
内
の
幼

稚
園
及
び
保
育
園
の
園
児

金量秤（馬頭郷土資料館蔵）

小
川
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〞

　
　
　
　

２
０
１
１
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

11月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－14）9，621 人 男
（－14）9，562 人女
（－28）19，183 人計
（+  6）6，138世帯数

（　）内は前月との比較
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開館10周年・合併５周年記念　企画展
－ 星野道夫のアラスカの旅 －

62

カに住み写真を撮り続けました。
　星野道夫氏がアラスカで撮影した生命力に溢れ
た自然の姿は、アラスカでしか見ることが出来な
くなってしまった自然の営みです。星野氏の写真
によりアラスカの大いなる豊かな自然を鑑賞して
いただければ幸いです。
【会　　期】　11月19日（金）
　　　　　　　～平成23年１月10日（月・祝）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
　　　　　　　12月５日（日）午後１時30分～
　　　　　　　星野道夫事務所　星野直子氏
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日
 ※年末・年始の休館期間：12月27日～１月３日
【入 館 料】　大　人　　　500円（450円）
　　　　　　  高・大学生　300円（270円）
　※（ ）は20名以上の団体料金
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料
　※障がい者手帳等をお持ちの方は無料
　 （付き添い１名のみ半額）

　星野道夫氏（1952～96）は、大学入学後
の19歳の時に神田の古本屋で見つけたアラ
スカの写真集に自然の厳しさや優しさの中で
暮らす人々に魅せられ、冊子に掲載されてい
たシシュマレフ村の村長に手紙を送り、翌年
の夏にシシュマレフ村に招かれました。そしてこ
の村でホームステイを３ヶ月し、日本と全く違っ
た環境で暮らす人々と生活する内に魅了され、日
本の大学卒業後にアラスカ大学に留学します。そ
の後20年以上住み続け、広大な大地と厳しい自
然の中で暮らす様々な生態を撮影し写真集にしま
した。そこにはいままで日本人の知らなかった手
つかずの自然が沢山残っており、驚嘆以外の何も
思いつかないほどの衝撃を人々に与えました。見
渡す限りまったく人工物がない、人もいないただ
ただ荒涼とした広い草原などは日本では思いつか
ない世界です。それが今も確かにここアラスカに
存在しています。動物園内でしか見たことがない
シロクマやグリズリーがいきいきと生活していま
す。アラスカで暮らす原住民の生活、風俗、風習
や食物連鎖の頂点に立つシロクマや季節ごとに移
動するカリブの大群、シロフクロウ、キツネ、ア
ザラシ、鯨などの生物や流氷やオーロラ、星々の
輝き、わずかな夏の間に咲く草原の花々は都会か
らは想像も出来ないほど生命力に溢れています。
星野氏はこのような厳しい世界に魅せられアラス

2010.11
広報
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●秋季全国火災予防運動
●一家に一人普通救命士
●川崎和郎氏に旭日小綬章
●町の財政状況を公表します
●那珂川人権フェスタを開催
●あなたの税が未来を拓く

２
４
５
６
７
14

　　　

役場で使用する封筒の広告主を募集します！
広 告 媒 体：一般封筒（長形３号）10,000枚
広告サイズ：表面の場合　縦８㎝×横３.３㎝
　　　　　　裏面の場合　縦３.３㎝×横９㎝
　　　　　　※枠内左上に「広告」の表示を入れる
料　　　金：30,000円（表面）、20,000円（裏面）
申 込 期 限：11月30日（火）
そ　の　他：詳細はお問い合わせください
問い合わせ：企画財政課　☎0287－92－1114

栃木県那須郡那須町大字大島1042-1
ＴＥＬ ０２８７－７７－１１１０
http://www.nasu-oukoku.com/

平日１０：００～１６：３０
土日祝９：００～１７：００
定休日：水曜日（夏休み・祝日除く）

動物取扱業登録番号／栃木県動愛セ０６展第０１２号・栃木県動愛セ０６保第０９８号・栃木県動愛セ０６貸第００３号
（平成18年11月1日登録・平成23年10月23日まで有効）・取扱責任者藤岡健児・種別／展示・保管・貸出

撮影　星野道夫撮影　星野道夫撮影　星野道夫


